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中

井

淳

史

【
要
約
】
中
世
の
土
師
器
は
出
土
董
の
多
さ
や
特
異
な
廃
棄
か
ら
非
日
常
的
な
儀
器
と
す
る
見
解
が
出
さ
れ
、
一
五
～
一
六
世
紀
に
全
国
各
地
で
出
現
す

る
京
都
系
土
師
器
も
、
そ
の
延
長
で
武
家
儀
礼
の
器
と
み
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
武
家
儀
礼
の
実
態
を
ふ
ま
え
た
見
解
で
は
な
く
、
本
稿
で
は

京
都
系
土
師
器
の
出
土
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
に
法
量
分
化
と
い
う
視
点
か
ら
整
理
し
、
同
時
に
式
三
献
を
は
じ
め
と
す
る
献
盃
儀
礼
の
実
態
や
普
及
を
文

献
史
料
か
ら
検
討
し
た
。
京
都
で
成
立
す
る
献
盃
儀
礼
や
酒
宴
は
多
量
量
の
土
師
器
皿
を
必
要
と
し
、
一
六
世
紀
に
は
地
方
に
も
同
じ
ス
タ
イ
ル
の
儀
礼

や
酒
宴
が
普
及
し
て
い
た
。
～
方
、
各
地
の
京
都
系
土
師
器
は
武
家
儀
礼
で
必
要
と
す
る
法
量
を
満
た
さ
な
い
例
が
多
く
、
土
師
器
の
多
法
量
化
が
儀
器

と
し
て
の
用
途
を
示
す
鍵
に
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
武
家
儀
礼
の
導
入
が
京
都
系
土
師
器
生
産
の
前
提
で
は
な
か
っ
た
と
論
じ
た
。
儀
器
と

は
土
師
器
の
用
途
の
あ
く
ま
で
も
ひ
と
つ
で
し
か
な
く
、
土
師
器
の
文
化
的
評
価
は
用
途
論
の
深
化
を
経
た
う
え
で
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
三
巻
三
号
　
一
一
〇
〇
〇
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

低
火
度
で
酸
化
焔
焼
成
さ
れ
た
土
謁
す
な
わ
ち
土
師
駒
は
・

中
世
の
遺
跡
を
発
掘
し
た
と
き
に
も
つ
と
も
多
量
か
つ
普
遍
的
に
出
土
す
る

遣
物
と
い
え
る
。
土
師
器
の
こ
の
特
質
は
型
式
学
的
変
化
を
把
握
し
て
編
年
す
る
う
え
で
う
っ
て
つ
け
で
あ
っ
た
。
遺
跡
や
遺
事
が
い
つ
の
も

の
か
と
い
う
情
報
が
第
一
義
的
に
重
視
さ
れ
て
き
た
日
本
考
古
学
に
お
い
て
は
、
研
究
の
手
順
と
し
て
編
年
の
構
築
が
急
務
と
な
る
の
は
当
然

で
あ
っ
た
。



武家儀礼と土師器（中井）

　
そ
の
過
程
で
京
都
周
辺
で
生
産
さ
れ
、
京
都
で
流
通
す
る
土
師
器
（
以
下
京
都
産
土
師
器
と
よ
ぶ
）
を
技
術
的
、
形
態
的
に
模
倣
し
た
土
師
器

（
以
下
京
都
系
土
師
駒
と
よ
ぶ
）
の
存
在
に
目
が
む
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
河
野
眞
知
郎
氏
が
中
世
前
期
に
鎌
倉
で
出
現
す
る
こ
の
土
師
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

を
「
京
の
文
化
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
た
め
の
キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
」
と
位
置
づ
け
て
以
来
、
京
都
と
の
特
別
な
親
近
性
を
主
張
す
る
見
解
が
各
地
で

提
起
さ
れ
た
。

　
同
時
に
土
師
器
の
文
化
的
評
価
も
試
み
ら
れ
、
藤
原
良
章
氏
は
文
献
史
学
の
立
場
か
ら
、
都
市
的
な
場
に
お
け
る
使
い
捨
て
の
土
器
と
い
う

　
　
　
　
　
　
④

側
面
を
素
描
し
た
。
氏
の
こ
の
見
解
は
土
師
器
の
多
彩
な
性
格
の
ひ
と
つ
と
し
て
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
以
後
の
研
究
に
大
き
な
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
吉
岡
康
暢
氏
も
「
カ
ワ
ラ
ケ
」
の
論
点
を
詳
細
に
整
理
し
、
饗
宴
の
器
と
し
て
の
側
面
を
強
調
し
た
。

　
本
稿
で
扱
う
一
五
～
一
六
世
紀
の
京
都
系
土
師
器
は
こ
の
よ
う
な
理
解
を
前
提
と
し
て
い
る
。
小
野
正
敏
氏
は
、
権
威
を
示
す
器
と
し
て
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

家
儀
礼
に
際
し
大
量
に
消
費
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
存
在
は
京
都
と
の
文
化
的
あ
る
い
は
政
治
的
距
離
を
示
す
と
位
置
づ
け
た
。
ま
た
各
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

研
究
で
も
権
威
の
象
徴
や
武
家
儀
礼
と
の
関
連
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
鋤
柄
俊
夫
氏
は
儀
器
と
し
て
の
使
用
を
み
と
め
つ
つ
も
、
京
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

化
と
の
関
わ
り
で
す
べ
て
説
明
す
る
こ
と
に
疑
義
を
表
明
し
た
。
こ
の
よ
う
に
軽
重
に
差
は
あ
る
が
、
土
師
器
に
対
し
ひ
と
し
く
儀
器
と
し
て

の
側
面
を
み
と
め
、
武
家
儀
礼
で
あ
る
式
三
献
の
普
及
と
京
都
系
土
師
器
の
展
開
を
重
ね
合
わ
せ
る
意
見
が
主
流
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
京
都
系
土
師
器
の
全
国
的
な
分
布
を
検
討
し
た
結
果
で
は
な
く
、
む
し
ろ
個
別
事
例
の
検
討
か
ら
導
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

出
さ
れ
た
見
解
で
あ
っ
た
。
先
の
鋤
柄
氏
の
成
果
も
含
め
、
近
年
は
分
布
の
全
国
的
な
整
理
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
現
状
で
は
出
土
例
の
集

成
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
京
都
系
土
師
器
の
出
現
は
全
国
的
な
現
象
で
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
各
地
域
の
特
徴
を
丹
念
に
比
較
検
討
す
る
必
要
が

．
あ
り
、
個
別
の
検
討
か
ら
得
た
見
解
を
安
易
に
敷
術
す
る
の
は
問
題
が
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
京
都
系
土
師
器
を
武
家
儀
礼
の
儀
器
と
す
る
論
点
も
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
先
の
藤
原
氏
の
見
解
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

そ
も
そ
も
藤
原
氏
が
そ
の
根
拠
と
し
た
の
は
鎌
倉
に
お
け
る
中
世
前
期
の
大
量
廃
棄
遺
構
の
存
在
で
あ
る
。
大
量
廃
棄
は
使
い
捨
て
の
結
果
で

あ
り
、
使
い
捨
て
か
ら
土
師
器
の
清
浄
性
、
ひ
い
て
は
儀
器
と
す
る
論
理
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
中
世
前
期
の
事
例
か
ら
導
か
れ
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た
解
釈
を
無
批
判
に
中
世
後
期
の
事
例
に
も
あ
て
は
め
る
こ
と
は
、
土
師
器
の
用
途
に
お
け
る
中
世
前
期
と
後
期
の
質
的
相
違
を
軽
視
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
大
量
廃
棄
は
た
し
か
に
存
在
す
る
が
、
そ
れ
は
個
々
の
遺
跡
と
い
う
文
脈
に
則
し
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

大
量
廃
棄
の
み
を
こ
と
さ
ら
に
重
視
し
、
そ
こ
か
ら
武
家
儀
礼
や
饗
宴
で
の
使
い
捨
て
を
説
明
す
る
だ
け
で
は
土
師
器
の
用
途
の
多
面
的
な
理

解
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
ず
は
土
師
器
と
は
ど
の
よ
う
な
用
途
に
使
わ
れ
う
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
吟
味
を
積
み
重
ね
て
い
く

こ
と
が
先
決
で
あ
ろ
う
。

　
武
家
儀
礼
と
の
関
連
に
し
て
も
見
通
し
が
提
示
さ
れ
た
と
は
い
え
、
詳
細
な
検
討
は
不
十
分
で
あ
る
。
と
く
に
式
三
献
の
具
体
相
や
生
活
の

な
か
で
の
位
置
づ
け
、
そ
し
て
そ
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
土
師
器
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
と
い
う
具
体
相
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
の
た
め
武
家
儀
礼
の
普
及
を
背
景
と
し
て
想
定
す
る
説
明
も
ひ
と
つ
の
解
釈
に
す
ぎ
ず
、
実
証
を
経
た
も
の
で
は
な
い
。
京
都

系
土
師
器
の
出
現
の
文
化
的
背
景
ま
で
射
程
に
入
れ
た
議
論
を
意
図
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
検
討
は
避
け
て
通
れ
な
い
。

　
本
稿
で
は
京
都
系
土
師
器
を
と
り
あ
げ
、
あ
ら
た
に
濫
費
分
布
や
土
師
器
全
体
の
様
相
の
な
か
で
の
位
置
づ
け
を
あ
ら
い
だ
す
こ
と
か
ら
ま

ず
は
じ
め
て
み
た
い
。
つ
ぎ
に
式
三
献
な
ど
武
家
儀
礼
の
場
に
お
け
る
土
師
器
の
使
用
を
故
実
書
か
ら
検
討
し
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
皿
が
ど

う
使
わ
れ
た
か
を
み
る
。
そ
し
て
地
方
の
大
名
家
に
お
け
る
儀
礼
の
実
態
を
同
様
に
検
討
し
た
う
え
で
、
考
古
資
料
の
検
討
結
果
と
の
比
較
を

逓
じ
て
、
京
都
系
土
師
器
出
現
の
背
景
に
武
家
儀
礼
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
か
を
論
じ
た
い
。

　
①
こ
の
土
器
は
、
か
わ
ら
け
（
カ
ワ
ラ
ケ
）
、
土
師
器
、
土
師
質
土
器
な
ど
さ
ま
　

④
藤
原
良
章
「
中
世
の
食
器
・
考
ー
ー
〈
か
わ
ら
け
〉
ノ
！
ト
ー
」
（
『
列
島
の

　
ざ
ま
な
名
称
で
よ
ば
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
も
っ
と
も
よ
く
使
わ
れ
る
と
い
う

　
理
由
か
ら
土
師
器
と
い
う
名
称
を
採
用
す
る
。

②
「
京
都
系
土
師
器
」
の
概
念
や
問
題
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
〈
京
都
ら
し
さ
〉

　
の
あ
る
風
景
1
1
－
「
京
都
系
土
師
器
皿
」
概
念
の
再
検
討
一
」
（
田
中
近
世
土
器

　
の
基
礎
研
究
輪
泌
、
日
本
申
世
土
器
研
究
会
、
一
九
九
八
年
）
で
論
じ
た
。

③
河
野
翼
知
郎
「
鎌
倉
に
お
け
る
中
世
土
器
様
稲
」
（
『
神
奈
川
考
古
㎞
第
　
二
号
、

　
神
奈
川
考
吉
同
人
会
、
一
九
八
六
年
）
。

　
文
化
史
』
五
、
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
～
九
八
八
年
）
。
の
ち
改

　
題
し
て
同
『
中
世
的
思
性
と
そ
の
社
会
隔
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
）
に
収

　
録
。

⑤
吉
岡
康
暢
「
”
カ
ワ
ラ
ケ
”
小
考
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第

　
七
四
集
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
一
九
九
七
年
）
。

⑥
小
野
正
敏
『
戦
国
城
下
町
の
考
古
学
』
（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
一
九
九
七
年
）
。

　
氏
は
居
館
の
空
間
構
造
の
分
析
も
ふ
ま
え
、
京
都
系
土
師
器
を
含
め
た
京
都
の
文
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化
の
受
容
が
、
室
町
将
軍
を
頂
点
と
し
た
権
威
体
系
の
な
か
に
入
る
こ
と
を
意
味

　
す
る
と
し
、
ス
テ
イ
タ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
役
割
を
想
定
す
る
。
一
方
、
吉

　
岡
氏
は
前
掲
註
⑤
文
献
で
、
京
都
系
土
師
器
（
氏
の
い
う
カ
ワ
ラ
ケ
）
に
対
す
る

　
こ
の
よ
う
な
見
方
は
東
国
に
限
定
さ
れ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

⑦
『
中
近
世
土
器
の
基
礎
研
究
』
皿
、
日
本
中
世
土
器
研
究
会
、
一
九
九
九
年
。

　
こ
れ
は
中
世
後
期
の
各
地
の
様
相
を
特
集
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
多
く
の
論
者
が

　
こ
の
よ
う
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。

⑧
鋤
柄
俊
夫
「
平
安
京
出
土
土
器
の
諸
問
題
」
（
『
平
安
京
出
土
土
器
の
研
究
㎞
古

　
代
学
研
究
所
研
究
報
告
第
四
輯
、
一
九
九
四
年
）
。
の
ち
同
『
中
世
村
落
と
地
域

　
性
の
考
古
学
的
研
究
』
（
大
巧
社
、
一
九
九
九
年
）
に
収
録
。

⑨
鋤
柄
氏
前
掲
註
⑧
文
献
。
ま
た
服
部
実
喜
「
土
器
・
陶
磁
器
の
流
通
と
消
費
」

　
（
『
小
田
原
市
史
　
通
史
編
　
原
始
・
古
代
・
中
世
』
、
小
田
原
市
、
一
九
九
八

　
年
）
。
ま
た
平
成
九
・
十
年
度
の
中
世
土
器
研
究
会
で
も
テ
ー
マ
に
と
り
あ
げ
ら

　
れ
、
各
地
の
事
例
が
報
告
さ
れ
た
。
（
朔
中
近
世
土
器
の
基
礎
研
究
」
畑
、
日
本

　
中
世
土
器
研
究
会
、
一
九
九
八
年
。
ま
た
前
掲
註
⑦
文
献
）

⑩
鋤
柄
氏
前
掲
註
⑧
文
献
に
よ
れ
ば
、
京
都
に
お
け
る
大
鷺
廃
棄
は
一
四
～
｝
五

　
世
紀
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
い
う
。
中
世
前
期
と
後
期
で
大
量
廃
棄
の
意
味
あ
い

　
が
異
な
る
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

1

各
地
の
京
都
系
土
師
器
－
法
量
分
化
の
視
点
か
ら
一

武家儀礼と土師器（中井）

　
ω
　
一
五
～
㎜
六
世
紀
の
京
都
産
土
師
器

　
本
章
で
は
各
地
の
様
相
に
つ
い
て
整
理
を
お
こ
な
う
が
、
と
く
に
法
量
分
化
に
着
目
し
た
い
。
土
器
の
分
析
視
点
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
出

土
状
況
な
ど
も
重
要
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
良
好
な
一
括
資
料
は
少
な
く
、
広
範
な
検
討
に
は
耐
え
得
な
い
。
｝
方
、
法
量
は
、
あ
る
サ
イ
ズ

の
皿
が
使
用
さ
れ
た
事
実
を
反
映
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
サ
イ
ズ
の
鋭
が
生
産
さ
れ
た
事
実
を
も
あ
ら
わ
す
か
ら
、
生
産
者
と
使
用
者
の
両
方

に
か
か
わ
る
点
で
検
討
素
材
と
し
て
好
適
で
あ
ろ
う
。
ま
た
広
い
地
域
を
取
り
扱
う
と
き
に
も
つ
と
も
普
遍
的
に
得
や
す
い
情
報
で
あ
る
利
点

も
あ
る
。
さ
ら
に
後
述
の
よ
う
に
、
法
量
分
化
が
墨
黒
と
し
て
の
用
途
と
密
接
に
か
か
わ
る
と
考
え
る
こ
と
も
と
り
あ
げ
る
理
由
の
ひ
と
つ
で
．

あ
る
。

　
さ
て
、
京
都
系
土
師
器
の
判
断
基
準
と
な
る
の
が
京
都
産
土
師
器
で
あ
る
。
ま
ず
は
一
五
～
＝
ハ
世
紀
の
京
都
産
土
師
器
の
雲
量
分
化
を
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

観
す
る
。
当
該
期
の
分
類
や
編
年
は
伊
野
近
富
氏
、
横
田
洋
三
氏
、
鋤
柄
俊
夫
氏
、
小
森
俊
寛
・
上
村
憲
章
氏
を
は
じ
め
多
く
の
先
学
の
成
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

が
あ
り
、
私
も
別
稿
で
簡
単
な
整
理
を
お
こ
な
っ
た
。
分
類
や
変
遷
（
図
－
）
は
そ
ち
ら
に
準
拠
す
る
。
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図1　京都産土師器の分類と変遷模式図　縮尺1／8
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一
四
世
紀
ま
で
の
京
都
産
土
師
器
の
法
量
分
布
は
、
お
お
む
ね
大

小
二
法
量
が
基
本
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。
一
三

世
紀
頃
に
赤
褐
色
系
と
灰
白
色
系
の
二
種
類
の
皿
が
二
法
量
出
現
し
、

こ
れ
が
一
四
世
紀
ま
で
の
基
調
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
一
五
世
紀
に
な

る
と
、
こ
の
よ
う
な
あ
り
方
が
大
き
く
変
化
す
る
。
図
2
は
一
四
世

紀
後
半
、
一
五
世
紀
前
半
、
一
五
世
紀
後
半
、
一
六
世
紀
前
半
の
四

つ
の
時
期
に
お
け
る
京
都
市
内
遺
跡
出
土
の
土
師
器
の
法
量
分
布
を

示
し
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
一
四
世
紀
後
半
段
階
で
口
径
七
・
○
～

八
・
○
㎝
と
一
〇
・
○
～
一
一
・
○
㎝
の
二
法
力
を
基
調
に
分
化
す

る
傾
向
が
う
か
が
え
る
が
、
こ
れ
は
一
五
世
紀
に
な
る
と
明
瞭
に
な

り
、
口
径
七
・
○
㎝
か
ら
＝
ハ
・
○
㎝
の
間
で
五
、
六
法
量
に
分
布

す
る
あ
り
方
へ
と
移
行
す
る
。
こ
こ
で
は
法
量
分
化
が
こ
の
時
期
に

進
展
す
る
現
象
を
比
較
の
前
提
と
し
て
さ
し
あ
た
り
確
認
し
て
お
き

た
い
。

　
こ
の
よ
う
な
多
法
量
化
が
発
生
し
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
土
師
器

の
用
途
を
広
く
検
討
し
た
う
え
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
後
述
す

る
故
実
書
の
記
述
か
ら
判
断
す
れ
ば
武
家
儀
礼
が
そ
の
ひ
と
つ
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

つ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
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武家儀礼と土師器（中井）
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図2　京都産土師器の法髭分布
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②
　
一
五
～
［
六
世
紀
に
お
け
る
京
都
系
土
師
器
の
展
開

　
つ
ぎ
に
京
都
系
土
師
器
が
出
土
す
る
地
域
を
と
り
あ
げ
て
具
体
相
を
検
討
す
る
。
併
用
さ
れ
た
在
地
の
伝
統
的
な
土
師
器
の
動
向
も
み
る
こ

と
で
、
両
者
が
ど
の
よ
う
に
農
開
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
こ
こ
で
行
論
の
便
宜
上
、
大
ま
か
な
分
類
を
お
こ
な
う
。
土
師
器
に
は
ロ
ク
ロ
（
回
転
台
）
の
回
転
作
用
を
利
用
し
て
成
形
さ
れ
る
も
の
と
、

手
つ
く
ね
で
成
形
さ
れ
る
も
の
の
二
つ
が
あ
る
。
前
者
を
1
群
、
後
者
を
∬
群
と
す
る
。
京
都
産
土
師
器
や
京
都
系
土
師
器
は
鉦
群
に
含
ま
れ

る
が
、
と
く
に
こ
れ
ら
の
名
称
を
使
用
し
、
区
別
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
さ
て
、
京
都
系
土
師
器
の
分
布
に
関
し
て
は
小
野
正
敏
氏
や
服
部
実
重
氏
の
成
果
が
あ
る
。
両
氏
の
成
果
も
ふ
ま
え
、
京
都
系
土
師
器
以
外

も
含
め
た
土
師
器
様
相
の
全
国
的
な
状
況
を
図
3
に
示
し
た
。
京
都
系
土
師
器
と
ほ
か
に
ど
の
土
師
器
を
使
う
か
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
H
群

土
師
器
を
生
産
し
、
使
用
す
る
の
は
近
畿
地
方
を
中
心
と
し
た
地
域
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
1
群
土
師
器
と
い
う
あ
り
方
の
な
か
で
、
京
都
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

土
師
器
が
E
群
土
師
器
の
分
布
域
に
出
現
す
る
傾
向
を
大
き
く
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
近
畿
地
方
は
別
置
で
検
討
し
た
の
で

除
外
す
る
。
ま
た
京
都
系
土
師
器
の
分
布
域
で
は
な
い
が
、
第
三
章
と
の
関
連
か
ら
薩
摩
地
域
（
鹿
児
島
市
域
）
に
も
ふ
れ
る
。
製
作
技
法
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ら
み
た
模
倣
の
あ
り
方
は
別
稿
で
考
察
し
た
の
で
、
必
要
最
小
限
の
記
述
に
と
ど
め
、
京
都
系
土
師
器
が
遺
跡
の
性
格
を
問
わ
ず
、
い
わ
ば
面

的
に
出
土
す
る
地
域
か
ら
、
点
的
に
出
土
す
る
地
域
（
遺
跡
）
の
順
に
み
て
ゆ
く
。
な
お
本
稿
で
検
討
し
た
遺
跡
の
報
告
書
は
稿
末
に
一
覧
と

し
て
掲
載
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
北
陸
地
域
（
図
4
・
5
）
　
北
陸
地
域
の
様
相
を
整
理
し
た
近
年
の
成
果
を
適
宜
参
照
し
つ
つ
、
相
国
単
位
で
検
討
す
る
。
な
お
若
狭
地
域
は

資
料
が
少
な
く
、
十
分
な
検
討
を
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
越
前
で
は
一
五
世
紀
の
事
例
と
し
て
白
山
平
泉
寺
跡
の
資
料
が
あ
る
。
E
群
土
師
器
と
京
都
系
土
師
器
の
二
種
類
が
あ
る
。
二
者
は
口
径

八
・
○
㎝
と
一
法
量
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
口
径
九
・
O
G
醗
、
一
二
・
○
㎝
の
二
法
量
確
認
で
き
、
あ
わ
せ
て
三
法
量
を
構
成
す
る
。

ま
た
曽
々
木
谷
田
遺
跡
で
は
京
都
系
土
師
器
の
み
が
出
土
し
て
お
り
、
八
・
○
～
＝
一
・
○
㎝
の
幅
の
な
か
で
三
法
量
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
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武家儀礼と土師器（中井）

“0／’

図3　京都系土師器の分布（16世紀中一後半ごろ）

全
体
的
に
ナ
デ
調
整
が
不
明
瞭
で
あ
り
、
厚
手
で
あ
る

も
の
が
多
い
。

　
朝
倉
事
跡
出
土
の
土
師
器
は
一
六
世
紀
中
頃
の
良
好

な
資
料
で
あ
る
。
豆
群
土
師
器
は
口
径
八
・
○
㎝
の
一

法
量
が
あ
る
の
み
で
、
大
半
は
京
都
系
土
師
器
で
あ
る
。

口
径
は
七
・
○
～
一
七
・
○
㎝
の
幅
で
少
な
く
と
も
五

法
量
は
確
認
で
き
、
ご
く
少
量
な
が
ら
二
〇
・
○
α
阻
を

越
え
る
皿
も
あ
る
。
法
量
分
布
は
図
5
に
み
る
よ
う
に

一
六
世
紀
の
京
都
と
き
わ
め
て
近
く
、
多
法
量
の
京
都

系
土
師
器
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
比
較
的
薄
手
に
仕
上

げ
ら
れ
、
ナ
デ
調
整
も
明
瞭
に
施
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、

京
都
産
土
師
器
に
か
な
り
近
い
印
象
を
与
え
る
。
一
六

世
紀
後
半
の
資
料
は
乏
し
い
が
、
一
六
世
紀
末
の
福
井

城
跡
で
は
H
群
土
師
器
と
京
都
系
土
師
器
の
両
方
が
あ

る
も
の
の
、
前
者
は
一
法
量
、
後
者
は
二
計
量
で
、
法

量
の
数
は
格
段
に
減
少
し
て
い
る
。
前
後
の
時
期
の
状

況
を
考
え
れ
ば
、
朝
倉
館
跡
の
法
理
分
布
は
越
前
に
お

い
て
特
殊
で
あ
る
。

　
加
賀
で
は
一
五
世
紀
は
H
群
土
師
器
で
し
め
ら
れ
る
。
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武家儀礼と土師器（中井）

普
正
寺
遺
跡
で
は
、
丸
み
を
お
び
た
底
部
で
器
壁
の
厚
い
皿
が
多
く
、
口
径
一
〇
・
○
㎝
未
満
の
一
、
二
法
量
が
主
体
と
な
る
。
京
都
産
土
師

器
と
同
じ
ナ
デ
調
整
の
手
法
で
あ
る
が
、
概
し
て
弱
く
、
形
態
は
ま
っ
た
く
模
倣
さ
れ
て
い
な
い
。
京
都
系
土
師
器
の
出
現
は
～
五
世
紀
後
半

に
な
っ
て
確
認
で
き
る
。
勅
使
翌
翌
で
は
H
群
土
師
器
が
口
径
七
・
○
～
一
〇
・
○
㎝
の
範
囲
で
二
法
量
あ
る
の
に
対
し
、
京
都
系
土
師
器
は

口
径
一
五
・
○
㎝
の
一
法
量
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る
。
両
者
の
分
布
は
重
な
ら
ず
、
大
は
京
都
系
土
師
器
、
中
・
小
は
1
群
土
師
器
と
い
う
使
い
分

け
が
み
ら
れ
る
。

　
一
六
世
紀
で
は
、
銭
畑
遺
跡
で
口
径
；
丁
○
㎝
の
京
都
系
土
師
器
と
口
径
七
・
○
～
入
・
○
㎝
、
一
〇
・
○
㎝
前
後
と
二
産
量
の
E
群
土

師
器
が
あ
り
、
ま
た
一
六
世
紀
末
の
金
沢
城
跡
で
は
口
径
八
・
○
～
九
・
○
㎝
の
H
群
土
師
器
が
出
土
し
て
い
る
。
H
群
土
師
器
が
主
体
を
な

し
、
ま
た
小
型
品
に
集
中
す
る
傾
向
が
引
き
続
き
み
と
め
ら
れ
る
。

　
能
登
で
は
一
五
世
紀
の
状
況
は
資
料
が
少
な
く
わ
か
ら
な
い
が
、
一
六
世
紀
の
も
の
と
し
て
七
尾
城
跡
、
道
下
元
町
遺
跡
な
ど
の
資
料
が
あ

る
。
い
ず
れ
も
H
群
土
師
器
と
京
都
系
土
師
器
の
二
種
類
が
あ
る
が
、
後
者
の
ほ
う
が
量
は
多
い
。
前
者
は
形
態
が
加
賀
の
資
料
と
類
似
す
る
。

口
径
八
・
○
～
九
・
○
㎝
の
一
法
量
に
対
し
、
京
都
系
土
師
器
は
九
・
○
～
一
〇
・
○
㎝
、
一
二
・
○
㎝
前
後
、
｝
四
・
○
㎝
前
後
の
三
法
量

が
中
心
で
あ
る
（
図
5
）
。

　
越
美
で
は
一
五
世
紀
中
頃
～
後
半
の
一
括
資
料
と
し
て
藪
田
薬
師
中
世
墓
出
土
の
土
師
器
が
あ
る
。
1
群
、
H
群
土
師
器
が
出
土
し
て
い
る
。

後
者
は
底
部
を
一
方
向
ナ
デ
し
、
の
ち
体
部
内
面
を
ヨ
コ
ナ
デ
す
る
と
い
う
手
法
で
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
京
都
産
土
師
器
と
共
通
す
る

が
、
極
度
に
外
反
す
る
体
部
を
も
ち
、
雲
叢
も
厚
い
と
い
う
形
態
的
特
徴
は
京
都
の
そ
れ
を
模
倣
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
両
者
と
も
に

口
径
～
二
・
○
㎝
の
皿
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
こ
れ
は
副
葬
品
と
い
う
性
格
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
や
や
時
期
の
下
る
井
口
城
跡
の
資

料
は
王
群
土
師
器
が
大
半
で
、
口
径
八
・
○
㎝
、
～
五
・
○
㎝
の
二
法
量
が
主
体
と
な
る
。
H
群
土
師
器
は
少
な
い
が
、
ほ
ぼ
同
じ
法
量
が
確

認
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
以
降
の
越
中
の
1
群
土
師
器
は
底
部
の
糸
切
り
痕
を
ヘ
ラ
で
削
り
と
っ
て
丸
煮
風
に
仕
上
げ
る
も
の
が
多
い
。

　
京
都
系
土
師
器
の
出
現
は
一
五
世
紀
後
半
～
末
頃
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
六
世
紀
以
降
増
加
す
る
。
一
六
世
紀
前
半
の
越
中
国
府
関
連
遺
跡
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で
は
、
口
径
八
・
0
～
九
・
○
㎝
、
　
二
・
○
㎝
、
一
四
・
○
㎝
の
三
法
量
の
京
都
系
土
師
器
が
多
い
。
ま
た
弓
庄
城
跡
で
も
ほ
ぼ
同
口
径
の

三
法
量
の
京
都
系
土
師
器
が
中
心
で
あ
り
、
ほ
か
を
含
め
る
と
四
法
量
程
度
で
構
成
さ
れ
る
。
一
方
、
集
落
追
跡
と
考
え
ら
れ
る
梅
原
重
爆
堂

遺
跡
で
は
、
四
～
五
㎜
程
度
の
厚
さ
の
京
都
系
土
師
器
が
口
径
一
〇
・
○
㎝
を
中
心
に
一
、
二
無
量
、
1
群
土
師
器
が
口
径
九
・
○
㎝
、
一

二
・
○
㎝
の
二
法
皇
あ
り
、
両
者
の
法
量
分
布
は
ほ
ぼ
重
な
る
（
図
5
）
。
城
館
と
集
落
で
法
量
分
化
の
度
合
い
に
差
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
越
後
に
つ
い
て
轍
品
田
高
志
氏
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
検
討
す
る
。
こ
の
地
域
は
1
群
土
師
器
が
主
体
で
あ
り
、
　
五
世
紀
末
か
ら
｝
六
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

紀
に
か
け
て
京
都
系
土
師
器
が
出
現
す
る
。
一
五
世
紀
後
半
で
は
江
上
館
跡
、
伝
至
徳
寺
跡
な
ど
で
京
都
系
土
師
器
が
出
土
し
て
い
る
。
共
伴



武家｛義ネしと土師器（中井）

す
る
1
群
土
師
器
と
と
も
に
三
法
量
ず
つ
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
量
分
布
も
重
な
っ
て
い
る
。
新
発
田
城
跡
な
ど
北
部
で
は
京
都
系
土
師
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
出
土
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
遺
跡
の
性
格
や
地
域
に
よ
っ
て
ち
が
い
が
あ
る
。

　
～
六
世
紀
に
な
る
と
京
都
系
土
師
器
の
出
土
は
全
域
で
増
加
す
る
。
こ
の
地
域
の
京
都
系
土
師
器
は
器
壁
が
厚
く
、
器
高
も
や
や
高
い
も
の

が
多
い
。
と
り
わ
け
口
径
八
・
○
㎝
、
九
・
○
㎝
、
＝
一
・
○
㎝
の
三
法
量
の
皿
が
め
だ
つ
。
坪
ノ
内
館
跡
や
立
の
内
遺
跡
で
は
口
径
九
・
○

～
一
〇
・
○
㎝
、
一
一
・
○
～
一
二
・
○
㎝
、
一
四
・
○
㎝
の
三
法
量
が
出
土
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
京
都
系
土
師
器
の
み
で
構
成
さ
れ
る
様
相
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

一
六
世
紀
前
半
に
成
立
す
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
一
六
世
紀
後
半
も
継
続
し
、
一
部
門
は
江
戸
時
代
以
降
も
み
ら
れ
る
と
い
う
。

　
北
陸
地
域
で
は
場
所
に
よ
っ
て
1
群
土
師
器
の
有
無
な
ど
に
ち
が
い
は
あ
る
が
、
お
お
む
ね
一
五
世
紀
後
半
頃
か
ら
京
都
系
土
師
器
が
出
現

し
、
一
六
世
紀
に
至
っ
て
興
趣
的
に
な
る
。
朝
倉
聖
跡
を
除
い
て
は
三
法
量
程
度
の
京
都
系
土
師
器
が
あ
り
、
越
前
、
加
賀
、
能
登
地
域
を
除

い
て
は
ほ
か
の
土
師
器
と
の
法
量
分
布
に
相
違
は
み
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
山
陰
地
域
（
図
4
）
　
八
峠
興
氏
、
古
賀
信
幸
氏
に
よ
る
成
果
が
あ
る
。
工
群
土
師
器
が
多
い
地
域
で
あ
る
が
、
一
六
世
紀
に
な
る
と
鳥
取

県
か
ら
島
根
県
東
部
（
出
雲
地
域
）
で
京
都
系
土
師
器
の
出
土
が
確
認
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
因
幡
で
は
一
五
世
紀
は
二
、
三
法
量
の
王
群
土
師
器
の
み
で
構
成
さ
れ
る
が
、
一
六
世
紀
に
な
る
と
一
転
し
て
京
都
系
土
師
器
が
主
体
を
し

め
る
よ
う
に
な
る
。
京
都
系
土
師
器
は
器
壁
が
薄
く
、
ナ
デ
調
整
も
丁
寧
に
施
さ
れ
て
い
る
。
一
六
世
紀
前
半
の
例
と
し
て
は
天
神
山
遺
跡
の

資
料
が
あ
る
。
京
都
系
土
師
器
の
み
で
あ
り
、
口
径
九
・
○
～
一
〇
・
○
α
匿
、
一
二
・
○
㎝
、
一
五
・
○
㎝
の
皿
が
大
半
で
あ
る
が
、
二
〇
・

○
㎝
を
超
え
る
も
の
が
ご
く
少
量
あ
る
。
三
法
量
を
主
体
と
す
る
。
こ
の
遺
跡
は
因
幡
守
護
所
に
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
布
施

墳
墓
群
や
西
桂
見
遺
跡
で
も
同
じ
く
二
、
三
法
量
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
因
幡
全
域
の
特
徴
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
伯
書
で
は
一
五
世
紀
の
資
料
が
少
な
い
が
、
大
小
二
法
量
の
1
群
土
師
器
が
主
体
を
し
め
る
。
一
六
世
紀
の
山
名
氏
館
跡
推
定
地
で
は
圧
倒

的
に
1
群
土
師
器
が
多
く
、
口
径
八
・
○
㎝
、
＝
・
○
㎝
、
一
五
・
○
α
誰
の
三
法
量
が
み
ら
れ
る
。
京
都
系
土
師
器
は
少
な
い
が
口
径
一

〇
・
○
㎝
、
一
五
・
○
㎝
の
二
法
量
が
あ
る
。
一
六
世
紀
後
半
の
尾
高
城
趾
で
も
二
種
類
の
土
師
器
が
出
土
し
て
い
る
。
1
群
土
師
器
は
口
径

49 （391）



八
・
○
㎝
、
九
・
○
～
一
〇
・
○
α
匿
、
＝
二
・
○
㎝
の
三
法
量
、
京
都
郡
土
師
器
も
ロ
黒
八
・
○
㎝
、
一
〇
・
○
㎝
前
後
、
一
二
・
○
㎝
の
三

法
量
で
構
成
さ
れ
、
両
者
の
法
量
分
布
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　
～
五
世
紀
の
出
雲
で
は
1
群
土
師
器
の
み
が
焦
土
す
る
。
口
径
入
・
○
㎝
、
一
二
・
○
㎝
の
二
法
量
が
主
体
で
あ
る
。
京
都
系
土
師
器
の
出

現
は
一
六
世
紀
中
頃
以
降
で
、
富
田
城
関
連
遺
跡
群
で
は
ロ
雷
門
・
○
㎝
、
一
二
・
○
㎝
、
一
五
・
○
㎝
の
三
法
量
が
中
心
と
な
る
。
京
都
産

土
師
器
と
比
べ
る
と
平
調
が
か
な
り
厚
い
。
富
田
城
下
に
あ
た
る
富
田
川
河
床
遺
跡
で
は
　
六
世
紀
末
の
資
料
が
あ
る
。
ほ
ぼ
同
じ
分
布
だ
が
、

量
的
に
は
二
思
量
に
偏
る
。
加
え
て
口
径
八
・
○
㎝
前
後
の
1
群
土
師
器
も
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
岡
田
山
古
墳
で
は
埋
納
籏
か
ら
口
径
八
・
○

～
九
・
○
㎝
、
一
二
・
○
㎝
の
二
法
論
の
京
都
系
土
師
器
が
大
量
に
出
土
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
六
世
紀
末
の
松
江
城
ニ
ノ
丸
で
も
口
径
九
・

○
㎝
、
一
二
・
○
㎝
、
一
五
・
○
㎝
の
三
法
量
の
京
都
系
土
師
器
が
大
量
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
資
料
は
前
代
と
比
べ
る
と
器
高
が
高
く
な
っ
て

お
り
、
出
雲
地
域
の
な
か
で
在
地
的
な
変
化
を
遂
げ
て
い
る
。

　
石
見
で
は
、
古
賀
氏
の
論
考
に
京
都
系
土
師
器
の
出
土
例
が
数
例
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
非
常
に
少
量
で
あ
り
、
出
雲
や
周
防
山

口
な
ど
他
地
域
か
ら
搬
入
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
基
本
的
に
王
群
土
師
器
の
み
で
構
…
成
さ
れ
る
地
域
と
考
え
る
。

　
山
陰
地
域
で
は
1
群
土
師
器
が
主
と
な
る
な
か
で
、
一
六
世
紀
に
入
り
京
都
系
土
師
器
の
出
土
が
遺
跡
の
質
を
問
わ
ず
広
範
に
確
認
で
き
る
。

伯
書
で
は
1
群
土
師
器
が
多
い
な
ど
出
土
量
に
地
域
差
が
あ
る
が
、
概
し
て
二
、
三
法
量
の
京
都
系
土
師
器
が
使
用
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
美
濃
地
域
（
図
6
）
　
西
濃
地
域
を
中
心
に
京
都
系
土
師
器
が
出
土
す
る
。
井
川
祥
子
氏
が
提
示
し
た
年
代
観
に
準
拠
し
、
比
較
的
ま
と
ま

っ
た
資
料
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

　
京
都
系
土
師
器
の
出
土
は
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
確
認
で
き
る
。
城
之
内
遺
跡
で
は
京
都
系
土
師
器
と
H
群
土
師
器

が
あ
る
。
前
者
は
口
径
の
ゆ
が
み
が
大
き
く
、
京
都
産
土
師
器
の
特
徴
で
あ
る
ナ
デ
上
げ
と
鱗
形
の
相
関
関
係
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
い
る
な

ど
の
点
が
あ
る
が
、
ナ
デ
調
整
や
形
態
は
比
較
的
忠
実
に
模
倣
さ
れ
て
い
る
。
口
径
は
一
〇
・
○
㎝
、
一
二
・
○
㎝
、
そ
し
て
微
量
で
は
あ
る

が
一
五
・
○
㎝
の
三
法
量
が
あ
る
。
一
方
、
H
群
土
師
器
は
量
的
に
も
少
な
く
、
口
径
八
・
○
㎝
の
一
法
量
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
全
体
と
し

50 （392）



武家儀礼と土師器（中井）
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て
四
霞
岳
存
在
す
る
が
、
最
小
法
量
の
み
が
∬
群
土
師
器
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
法
量
分
布
は
明
瞭
に
わ
か
れ
る
。
東
氏
館
跡
で
は
口

径
一
〇
・
○
～
一
一
・
○
㎝
、
　
四
・
○
㎝
の
組
を
中
心
に
、
口
径
六
・
○
㎝
の
B
タ
イ
プ
模
倣
の
京
都
系
土
師
器
が
あ
る
。
H
群
土
師
器
は

口
径
八
・
○
㎝
の
も
の
が
あ
る
が
、
少
量
で
あ
る
。

　
つ
づ
く
一
六
世
紀
後
半
に
な
る
と
全
域
で
京
都
の
影
響
は
希
薄
に
な
り
、
と
く
に
器
形
の
相
違
が
著
し
い
。
岐
阜
城
千
畳
敷
、
大
垣
城
跡
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

曽
根
城
跡
な
ど
で
は
内
湾
し
た
体
部
を
も
ち
、
ナ
デ
調
整
が
不
明
瞭
な
H
群
土
師
器
が
中
心
と
な
る
。
口
径
は
大
垣
城
跡
の
場
合
で
は
口
径

八
・
○
㎝
～
一
五
・
○
㎝
の
幅
で
三
法
同
程
度
、
曽
根
城
跡
で
は
口
径
八
・
○
㎝
、
＝
・
○
～
～
二
・
○
㎝
の
二
法
量
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

京
都
系
土
師
器
は
数
点
出
土
す
る
程
度
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
阿
波
地
域
（
図
6
）
　
京
都
系
土
師
器
の
出
土
は
勝
瑞
城
跡
な
ど
数
例
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
阿
波
全
域
の
特
徴
と
は
い
え
な
い
。
王
難
土

師
器
が
普
遍
的
に
出
土
す
る
地
域
で
あ
る
。

　
勝
瑞
城
跡
で
は
京
都
系
土
師
器
と
1
群
土
師
器
が
あ
る
。
一
五
世
紀
の
状
況
は
不
明
だ
が
、
　
六
世
紀
に
は
確
実
に
京
都
系
土
師
器
が
出
現

す
る
。
口
径
九
・
○
㎝
、
一
〇
・
○
㎝
、
一
二
・
○
㎝
の
三
法
量
が
あ
る
。
一
方
、
1
群
土
師
器
は
口
径
八
・
○
～
九
・
○
㎝
、
一
〇
・
○
㎝
、

～一

黶
E
○
㎝
の
三
法
量
が
多
い
。
形
態
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
器
高
の
低
い
皿
と
高
い
皿
の
二
種
類
が
あ
る
。
ほ
ぼ
同
時
期
と
考
え
ら
れ
る

黒
谷
川
宮
ノ
前
遺
跡
や
中
島
田
遺
跡
で
も
京
都
系
土
師
器
が
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
二
当
量
あ
る
。
い
ず
れ
の
資
料
も
京
都
系
土
師
器

と
1
群
土
師
器
の
法
量
分
布
は
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
。

　
豊
後
地
域
（
図
6
）
　
こ
の
地
域
は
一
六
世
紀
に
入
っ
て
H
群
土
師
器
が
出
土
す
る
。
ナ
デ
な
ど
の
調
整
技
法
は
京
都
の
そ
れ
を
踏
襲
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
㊧

お
り
、
京
都
系
土
師
器
と
判
断
で
き
る
。
大
分
県
内
の
出
土
事
例
は
坪
根
伸
也
氏
、
園
地
潤
一
氏
の
成
果
が
あ
る
。
両
氏
に
よ
れ
ば
、
日
圏
地
域
を

除
く
豊
後
地
域
で
計
二
七
遺
跡
の
出
土
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
大
友
氏
の
本
拠
地
で
あ
る
府
内
の
資
料
を
中
心
に
み
て
い
ぎ
だ
い
。

　
京
都
系
土
師
器
は
ナ
デ
調
整
な
ど
の
製
作
技
法
は
比
較
的
忠
実
に
模
倣
さ
れ
て
い
る
が
、
器
壁
は
○
・
五
㎝
以
上
と
非
常
に
厚
い
。
ま
た
ナ

デ
上
げ
技
法
と
器
形
の
対
応
関
係
が
京
都
産
土
師
器
で
は
遵
守
さ
れ
る
の
に
対
し
、
は
っ
き
り
と
意
識
さ
れ
な
い
で
つ
く
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。
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武家儀礼と土師器（中井）

　
ま
ず
府
内
地
域
を
み
る
と
、
城
館
遺
跡
と
し
て
守
岡
遺
跡
の
資
料
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
ロ
径
九
・
○
㎝
、
一
二
・
○
㎝
前
後
、
一
四
・
○
㎝

の
三
法
量
の
京
都
系
土
師
器
が
出
土
し
て
い
る
。
大
、
中
型
の
皿
は
京
都
の
C
3
タ
イ
プ
、
小
型
の
皿
は
C
ー
タ
イ
プ
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ

る
。
陶
磁
器
や
1
群
土
師
器
と
共
伴
す
る
例
が
少
な
い
た
め
に
厳
密
な
年
代
の
比
定
は
容
易
で
は
な
い
が
、
京
都
産
土
師
器
の
年
代
観
と
比
較

す
る
な
ら
ば
、
お
お
む
ね
一
六
世
紀
申
頃
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。

　
大
友
城
下
町
遺
跡
も
守
岡
遺
跡
と
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
近
年
調
査
が
は
じ
め
ら
れ
た
ば
か
り
で
資
料
は
少
な
い
が
、
1
群
土
師

器
と
京
都
系
土
師
器
の
両
方
が
出
土
し
、
後
者
の
ほ
う
が
出
土
量
は
多
い
。
前
者
は
ロ
径
七
・
○
～
八
・
○
㎝
の
皿
が
多
い
の
に
対
し
、
後
者

は
口
径
九
・
○
㎝
、
～
一
・
○
㎝
、
一
二
・
○
㎝
の
皿
を
中
心
に
、
ご
く
少
量
な
が
ら
口
径
一
六
・
○
㎝
の
皿
が
あ
る
。

　
京
都
系
土
師
器
は
府
内
城
築
城
期
と
想
定
さ
れ
る
府
内
城
三
ノ
丸
遺
跡
駆
2
3
で
も
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
は
欝
欝
九
・
○
㎝
、
＝
・
○
～

一
二
・
○
㎝
、
一
三
・
○
㎝
の
三
法
量
が
あ
る
。
肥
前
唐
津
の
椀
の
共
伴
か
ら
一
六
世
紀
末
頃
の
年
代
を
想
定
で
き
、
守
岡
遺
跡
や
大
友
城
下

町
よ
り
は
薪
し
い
。
塁
壁
が
一
・
○
㎝
弱
と
厚
手
化
し
形
態
的
な
差
異
が
大
き
い
が
、
法
量
に
は
ほ
と
ん
ど
ち
が
い
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
府
内
地
域
で
は
、
少
な
く
と
も
三
法
量
の
京
都
系
土
師
器
が
確
実
に
存
在
す
る
。
～
五
世
紀
に
主
流
で
あ
っ
た
1
群
土
師
器
は

出
土
量
が
減
少
す
る
た
め
に
実
態
が
つ
か
み
に
く
い
が
、
い
く
つ
か
の
例
を
み
る
か
ぎ
り
で
は
京
都
系
土
師
器
の
法
理
分
布
と
は
重
な
っ
て
い

な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
府
内
以
外
の
地
域
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
一
万
田
氏
墨
跡
で
一
六
世
紀
後
半
頃
の
資
料
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
大
半
が
同
製
土
師

器
と
い
う
な
か
で
、
口
径
　
七
・
○
㎝
と
極
端
に
大
き
い
京
都
系
土
師
器
皿
が
数
点
出
土
し
て
い
る
。
京
都
系
土
師
器
の
形
態
的
特
徴
は
府
内

地
域
の
例
と
似
て
お
り
、
出
土
量
を
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
府
内
か
ら
の
搬
入
を
想
定
す
る
余
地
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
工
群
土
師
器
は
口
径

八
・
○
～
九
・
○
㎝
、
一
二
・
○
α
駐
、
　
七
・
○
α
離
の
三
法
量
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
一
六
世
紀
の
伐
株
山
城
跡
や
小
田
遺
跡
群
で
は
、

1
群
土
師
器
が
量
的
に
主
体
を
し
め
な
が
ら
京
都
系
土
師
器
が
少
量
混
在
す
る
状
況
が
み
ら
れ
る
。
工
群
土
師
器
は
土
取
一
三
・
○
㎝
の
も
の

を
中
心
と
す
る
二
法
量
、
京
都
系
土
師
器
は
ほ
ぼ
同
じ
法
量
の
も
の
が
一
法
量
あ
り
、
両
者
の
法
話
分
布
は
重
な
る
。
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豊
後
地
域
の
状
況
を
総
括
す
れ
ば
、
京
都
系
土
師
器
は
広
範
に
み
ら
れ
る
が
、
府
内
地
域
が
も
っ
と
も
多
く
直
土
す
る
。
こ
こ
で
は
1
群
土

師
器
の
法
量
分
布
と
は
重
な
ら
な
い
か
た
ち
で
、
三
法
量
前
後
の
京
都
系
土
師
器
が
あ
る
。
～
方
、
ほ
か
の
地
域
で
は
京
都
系
土
師
器
の
出
土

量
は
1
群
土
師
器
よ
り
少
な
く
、
重
量
も
～
、
二
法
皇
程
度
し
か
確
認
で
き
な
い
。
両
者
の
出
土
量
や
重
量
の
構
成
は
、
府
内
地
域
と
そ
れ
以

外
で
は
大
き
い
ち
が
い
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
で
き
よ
う
。

　
周
防
山
口
（
図
7
）
　
こ
こ
で
は
大
内
氏
事
跡
の
資
料
を
み
る
。
古
賀
信
幸
氏
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
大
内
氏
館
跡
や
築
山
跡
、
大
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

氏
関
連
の
寺
院
な
ど
、
京
都
系
土
師
器
の
出
土
は
こ
の
地
域
で
は
非
常
に
限
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
で
は
雨
量
の
検
討
に
移
ろ
う
。
年
代
観
に
つ
い
て
は
古
賀
氏
の
編
年
に
準
拠
す
る
が
、
京
都
系
土
師
器
は
氏
の
い
う
大
内
W
期
に
出
現
す
る
。

大
内
氏
滅
亡
の
天
文
二
〇
（
一
五
五
一
）
年
頃
を
下
限
と
す
る
一
六
世
紀
前
半
か
ら
中
頃
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
京
都
系
土
師
器
は

口
径
六
・
○
～
一
八
・
○
㎝
の
な
か
で
七
五
量
ほ
ど
に
分
化
し
て
お
り
、
京
都
産
土
師
器
に
匹
敵
す
る
多
法
量
の
皿
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。
京

都
系
土
師
器
の
き
わ
め
て
著
し
い
法
量
分
化
が
こ
の
地
域
の
特
徴
で
あ
る
。

　
1
群
土
師
器
は
、
先
行
す
る
大
内
－
期
（
一
五
世
紀
前
半
）
、
大
内
H
期
（
一
五
世
紀
中
頃
～
後
半
）
で
は
、
口
径
八
・
○
㎝
前
後
、
一
三
・

○
㎝
前
後
の
大
小
二
法
事
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
内
皿
期
（
～
五
世
紀
末
～
～
六
世
紀
前
半
）
に
な
る
と
ロ
亡
八
・
○
㎝
、
九
・

○
㎝
、
一
二
・
○
㎝
の
三
法
量
が
量
的
に
主
体
と
な
り
な
が
ら
、
最
大
一
六
・
○
㎝
ま
で
計
五
、
六
法
量
程
度
に
わ
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ

の
時
期
に
な
っ
て
法
量
分
化
が
顕
著
に
進
展
す
る
。
大
内
W
期
は
京
都
系
土
師
器
に
駆
逐
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
量
を
激
減
さ
せ
る
た
め
に
実
態

が
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
口
径
五
・
○
㎝
、
六
・
○
㎝
、
九
・
○
㎝
、
一
〇
・
○
㎝
の
四
二
量
程
度
が
確
認
で
き
る
。
京
都
系
土
師
器
の
法
堂
と

比
較
す
る
と
、
口
径
五
・
○
㎝
の
最
小
法
意
の
皿
を
除
い
て
両
者
の
法
量
分
布
は
お
お
む
ね
重
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
相
模
小
田
原
（
図
8
）
　
つ
ぎ
に
小
田
原
城
跡
お
よ
び
城
下
出
土
の
資
料
に
つ
い
て
、
諏
訪
問
順
氏
、
山
口
剛
志
氏
の
編
年
案
に
準
拠
し
つ
つ

検
討
す
る
。
京
都
系
土
師
器
の
出
土
は
小
田
原
城
と
そ
の
城
下
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
山
口
と
同
様
、
周
辺
地
域
で
は
い
つ
さ
い
出
土
し
な
い
。

両
氏
の
編
年
で
い
え
ば
小
田
原
恥
期
中
段
階
（
エ
ハ
世
紀
第
二
四
半
期
）
に
京
都
系
土
師
器
が
出
現
し
、
天
正
一
八
（
一
五
九
〇
）
年
を
下
限
と
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武家儀礼と土師器（中井）
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武家儀礼と土師器（中井）

す
る
小
田
原
画
期
ま
で
存
続
す
る
と
い
う
。
こ
の
地
域
の
京
都
系
土
師
器
は
器
壁
が
厚
い
こ
と
と
、
ナ
デ
調
整
な
ど
や
底
部
内
面
の
圏
線
を
デ

フ
ォ
ル
メ
す
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
京
都
系
土
師
器
の
法
意
分
布
に
つ
い
て
は
服
部
実
喜
氏
の
成
果
も
参
照
し
た
い
。
京
都
系
土
師
器
の
初
現
期
で
あ
る
小
田
原
P
期
中
段
階
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
焔
硝
曲
輪
上
層
の
資
料
で
は
、
口
径
は
九
・
○
～
一
〇
・
○
㎝
、
一
二
・
○
～
＝
一
一
・
○
㎝
の
皿
を
中
心
に
、
一
五
・
○
α
阻

台
の
も
の
が
ご
く
少
量
み
ら
れ
る
。
数
値
に
ば
ら
つ
き
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
三
法
量
程
度
の
存
在
は
指
摘
で
き
よ
う
。
つ
づ
く
小
田
原
恥

期
新
段
階
（
一
六
世
紀
第
三
四
半
期
）
も
、
ロ
径
五
・
○
～
六
・
○
㎝
、
九
・
○
㎝
と
～
二
・
○
㎝
前
後
の
三
法
量
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
る
。
山
本

内
蔵
邸
第
W
地
点
の
資
料
は
ロ
径
九
・
○
㎝
の
紐
が
多
く
、
同
時
期
で
あ
る
三
の
丸
小
（
藩
校
集
成
館
）
の
資
料
で
は
ロ
径
一
二
・
○
～
一

三
・
○
㎝
程
度
の
皿
が
最
も
多
い
。
遺
構
に
よ
っ
て
主
体
と
な
る
皿
は
異
な
る
が
、
総
合
的
に
み
れ
ば
三
法
量
あ
る
と
み
て
ま
ち
が
い
な
い
。

小
田
原
恥
期
（
一
六
世
紀
第
四
四
半
期
～
天
正
一
八
年
）
に
な
る
と
出
土
量
が
全
体
的
に
少
な
く
な
る
が
、
法
量
分
布
に
大
き
な
変
化
は
な
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
地
域
の
京
都
系
土
師
器
は
時
期
に
よ
っ
て
数
値
に
多
少
の
変
動
は
あ
る
も
の
の
、
三
法
量
の
狙
が
存
在
し
て
お
り
、
量

的
に
は
大
小
二
法
量
の
皿
が
中
心
と
な
っ
て
い
く
。

　
一
方
、
1
群
土
師
器
を
み
る
と
、
京
都
系
土
師
器
の
出
現
に
先
行
す
る
工
期
（
一
五
世
紀
後
半
）
で
は
三
法
量
程
度
、
漁
期
古
段
階
（
一
五
世

紀
末
～
一
六
世
紀
初
頭
）
で
は
ロ
径
八
・
○
㎝
と
＝
・
○
㎝
、
一
三
・
五
㎝
の
三
法
量
が
確
認
で
き
る
。
つ
づ
く
血
期
中
段
階
は
、
1
群
土
師

器
が
大
量
に
出
土
し
た
欄
干
橋
町
遺
跡
第
W
地
点
三
三
三
号
遺
構
で
は
、
口
径
七
・
○
㎝
、
＝
・
○
㎝
の
大
小
二
法
量
が
主
体
を
な
す
。
こ

の
時
期
の
工
群
土
師
器
は
、
そ
れ
ま
で
一
㎝
近
く
の
厚
さ
を
も
っ
て
い
た
重
壁
が
○
・
三
～
○
・
五
㎝
程
度
と
薄
手
化
す
る
よ
う
に
形
態
的
変

化
が
著
し
い
が
、
法
量
に
関
し
て
い
え
ば
大
小
二
法
量
と
い
う
伝
統
的
な
あ
り
方
が
堅
持
さ
れ
て
い
る
。
P
期
新
段
階
は
、
三
の
丸
小
（
藩
校

集
成
館
）
二
九
号
溝
な
ど
で
は
、
口
径
＝
・
○
～
一
二
・
○
㎝
の
も
の
が
・
王
体
を
な
す
。
少
量
な
が
ら
口
径
六
・
○
㎝
程
度
の
も
の
も
あ
り
、

こ
ち
ら
も
少
な
く
と
も
二
法
量
は
存
在
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
恥
期
の
資
料
は
図
8
の
よ
う
に
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
も
の
の
、
口

径
七
・
○
㎝
、
一
　
・
○
㎝
前
後
の
二
法
量
が
確
認
さ
れ
、
後
者
の
ほ
う
が
量
は
多
い
。
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薩
摩
地
域
　
こ
の
時
期
の
調
査
例
は
少
な
く
、

を
み
る
。

　
こ
の
地
域
は
1
群
土
師
器
の
み
で
、
京
都
系
土
師
器
の
出
土
例
は
な
い
。
島
津
氏
の
城
館
で
あ
る
清
水
城
跡
や
大
錦
遺
跡
、
祈
願
所
で
あ
る

大
乗
院
跡
、
ま
た
東
福
寺
城
跡
や
苦
辛
城
跡
な
ど
で
一
六
世
紀
の
工
群
土
師
器
が
出
土
し
て
い
る
。
包
含
層
か
ら
の
出
土
の
た
め
資
料
の
同
時

性
に
は
問
題
を
の
こ
す
が
、
お
お
む
ね
口
径
一
〇
・
○
～
一
一
・
○
㎝
程
度
が
最
も
多
く
、
全
体
と
し
て
一
～
二
胃
痛
で
構
成
さ
れ
る
。
い
ず

れ
の
遺
跡
を
み
て
も
法
量
分
化
に
乏
し
い
状
況
が
う
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。

　
右
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
京
都
産
土
師
器
と
比
べ
て
各
地
の
京
都
系
土
師
器
が
最
も
顕
著
に
異
な
る
の
は
法
量
分
化
の
状
況
で
あ
っ
た
。
一

　
小
田
原
地
域
で
は
、
京
都
系
土
師
器
は
三
法
量
程
度
、
1
群
土
師
器
は
二
、
三
法
量
の
皿
が
確
認

で
き
る
が
、
い
ず
れ
も
大
小
二
法
面
の
皿
が
出
土
量
の
多
数
を
し
め
る
傾
向
が
あ
り
、
山
ロ
の
よ
う

な
多
法
博
化
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
両
者
の
書
置
分
布
は
ほ
と
ん
ど
重
な
っ
て
い
る
。

　
田
島
多
気
（
図
9
）
　
伊
勢
は
1
群
土
師
器
の
み
が
出
土
す
る
地
域
で
あ
る
が
、
北
畠
氏
館
田
で

京
都
系
土
師
器
の
出
土
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
と
時
期
幅
は
あ
る
が
、

口
径
六
・
○
α
鰍
、
八
・
○
～
九
・
○
㎝
、
＝
一
・
○
㎝
と
三
法
量
程
度
が
あ
る
。
鉦
群
土
師
器
は

七
・
○
～
一
六
・
○
㎝
の
幅
で
数
種
類
の
器
形
の
皿
が
そ
れ
ぞ
れ
三
、
四
法
量
ほ
ど
あ
り
、
法
量
分

化
は
む
し
ろ
後
者
の
ほ
う
が
著
し
い
。

　
肥
前
名
護
屋
（
図
9
）
　
肥
前
で
は
王
群
土
師
器
の
み
が
み
ら
れ
る
が
、
唯
～
名
護
屋
城
跡
で
京
都

系
土
師
器
の
出
土
が
知
ら
れ
て
い
る
。
良
好
な
資
料
が
少
な
く
、
全
容
は
把
握
し
が
た
い
が
、
王
群

土
師
器
は
口
径
九
・
○
～
＝
一
・
○
㎝
の
幅
で
三
法
量
程
度
あ
る
の
に
対
し
、
京
都
系
土
師
器
は
一

一
・
○
㎝
の
一
法
量
が
中
心
で
あ
り
、
法
量
分
化
は
乏
し
い
。

　
　
全
域
の
概
況
は
把
握
し
が
た
い
。
島
津
氏
に
関
連
す
る
鹿
児
島
市
域
の
城
館
や
寺
院
の
資
料
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五
～
一
六
世
紀
の
京
都
で
は
書
法
量
化
が
著
し
い
が
、
右
に
検
討
し
た
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
は
せ
い
ぜ
い
三
法
量
に
分
化
す
る
程
度
に
す
ぎ
な

い
。
北
陸
の
一
部
（
越
前
、
加
賀
、
能
登
）
と
美
濃
、
豊
後
府
内
以
外
の
地
域
で
は
、
京
都
系
土
師
器
と
そ
れ
以
外
の
土
師
器
の
同
量
分
布
は
ほ

ぼ
重
な
っ
て
い
る
。
京
都
産
土
師
器
の
製
作
技
術
や
形
態
を
模
倣
す
る
こ
と
で
京
都
系
土
師
器
は
成
立
す
る
が
、
そ
の
模
倣
は
概
し
て
多
量
に

ま
で
は
及
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

武家儀礼と土師器（中井）

①
伊
野
近
富
「
か
わ
ら
け
考
」
（
『
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
論
集
』
第
｝
集
、
働
京
都

　
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
七
年
）
。

②
横
田
洋
三
「
出
土
土
師
器
鐙
編
年
試
案
」
働
古
代
雑
協
會
『
平
安
京
跡
研
究
調

　
査
報
止
山
』
第
五
輯
、
一
九
八
一
年
）
。

③
鋤
柄
氏
は
じ
め
に
註
⑧
文
献
。

④
小
森
俊
寛
・
上
村
憲
章
「
京
都
の
都
寮
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
土
器
の
編
年
的
研

　
究
」
（
『
研
究
紀
要
』
第
三
号
、
㈱
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
、
｝
九
九
六
年
）
。

⑤
拙
稿
は
じ
め
に
註
②
文
献
。

⑥
鋤
柄
氏
は
、
氏
の
い
う
土
師
器
皿
C
類
の
法
最
変
化
か
ら
、
武
家
儀
礼
の
普
及

　
が
多
法
量
化
の
要
因
と
し
て
い
る
。
鋤
柄
俊
夫
「
畿
内
に
お
け
る
古
代
宋
か
ら
中

　
世
の
土
器
一
⊥
模
倣
系
土
器
生
産
の
展
開
…
一
」
（
川
中
近
世
土
器
の
基
礎
研
究
』

　
W
、
日
本
中
世
土
器
研
究
会
、
一
九
八
八
年
。
の
ち
同
氏
は
じ
め
に
註
⑧
文
献
収

　
録
）
参
照
。
た
だ
し
京
都
全
体
の
様
相
の
変
化
の
説
明
と
し
て
は
ほ
か
の
可
能
性

　
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

⑦
小
野
正
敏
「
カ
ワ
ラ
ケ
と
権
威
」
（
噸
陶
磁
器
の
文
化
史
』
、
国
立
歴
史
民
俗
博

　
物
館
、
～
九
九
八
年
）
。
ま
た
服
部
氏
は
じ
め
に
註
⑨
文
献
、
お
よ
び
同
「
南
武

　
蔵
・
稲
模
に
お
け
る
中
世
の
食
器
様
相
㈲
一
中
世
後
期
の
様
相
皿
1
」
（
『
神

　
奈
川
考
古
』
第
三
四
号
、
神
奈
川
考
古
同
人
会
、
一
九
九
八
年
）
。

⑧
拙
稿
「
室
町
・
戦
国
期
に
お
け
る
近
畿
地
方
の
土
師
器
皿
」
（
噌
中
近
世
土
器
の

　
蕃
礎
研
究
』
測
、
日
本
中
世
土
器
研
究
会
、
一
九
九
九
年
）
。

⑨
拙
稿
は
じ
め
に
註
②
文
献
。

⑩
北
陸
中
世
考
古
学
研
究
会
「
北
陸
に
お
け
る
中
世
後
半
～
近
世
前
半
の
土
師
器

　
に
つ
い
て
」
報
告
資
料
、
一
九
九
八
年
。

⑪
品
田
高
志
「
越
後
に
お
け
る
中
世
後
期
の
土
師
器
皿
工
県
都
系
土
師
器
第
2

　
波
の
流
入
と
展
開
…
一
」
（
『
中
近
世
土
器
の
基
礎
研
究
隔
W
、
日
本
中
世
土
器
研

　
究
会
、
～
九
九
九
年
）
。

⑫
小
野
正
敏
氏
は
、
伝
至
徳
寺
跡
の
出
土
例
に
ふ
れ
、
1
群
土
師
器
か
ら
、
底
部

　
を
ヘ
ラ
削
り
す
る
工
群
土
師
器
へ
変
化
し
、
そ
の
後
に
京
都
系
土
師
器
が
出
現
す

　
る
と
い
う
段
階
的
な
変
遷
を
指
摘
し
て
い
る
。
1
群
土
師
器
の
底
部
を
ヘ
ラ
削
り

　
し
て
整
え
る
資
料
は
量
的
に
少
な
く
、
個
体
差
と
し
て
ほ
か
の
土
師
器
と
併
存
す

　
る
も
の
と
考
え
る
。
同
氏
は
じ
め
に
註
⑥
文
献
参
照
。

⑬
鶴
巻
康
志
・
水
澤
幸
丁
八
藤
後
順
子
「
越
後
流
阿
賀
北
地
方
の
中
・
近
世
土

　
師
器
編
年
」
（
北
陸
中
世
考
古
学
研
究
会
報
告
資
料
、
～
九
九
八
年
）
。

⑭
品
田
氏
前
掲
註
⑪
文
献
。

⑮
八
峠
興
「
山
陰
に
お
け
る
申
世
土
器
の
変
遷
に
つ
い
て
1
供
膳
具
・
煮
炊
具

　
を
中
心
と
し
て
一
」
（
糊
中
近
世
土
器
の
基
礎
研
究
』
姻
、
日
本
中
世
土
器
研

　
究
会
、
…
九
九
八
年
）
。
古
賀
信
幸
「
中
国
地
方
の
京
都
系
土
師
器
皿
－
戦
国

　
期
の
資
料
を
中
心
と
し
て
一
」
（
『
中
近
世
土
器
の
基
礎
研
究
』
灘
、
日
本
中

　
世
土
器
研
究
会
、
一
九
九
九
年
）
。
古
賀
氏
に
よ
れ
ば
広
島
県
下
で
も
断
片
的
な

　
が
ら
京
都
系
土
師
器
が
出
土
し
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
出
土
最
は
少
な
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い
た
め
、
他
地
域
か
ら
の
搬
入
品
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
、
今
回
の
検
討

　
か
ら
は
除
外
し
た
。

⑯
八
皇
猷
に
よ
れ
ば
、
H
群
土
師
器
が
少
量
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
資

　
料
は
形
態
的
に
み
て
京
都
産
土
師
器
と
は
隔
た
り
が
大
き
い
。

⑰
八
柳
氏
前
掲
註
⑮
文
献
。

⑱
井
川
祥
子
「
美
濃
に
お
け
る
中
世
後
期
の
土
師
器
皿
」
（
第
一
七
回
中
世
土
器

　
研
究
会
報
告
、
～
九
九
八
年
）
。

⑲
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
ナ
デ
調
整
の
順
序
が
粗
雑
な
が
ら
も
京
都
産
土
師
器
と
一

　
致
し
て
お
り
、
前
代
に
導
入
さ
れ
た
京
都
産
土
師
器
の
技
術
が
在
地
化
し
た
も
の

　
と
考
え
る
。
詳
細
は
拙
稿
は
じ
め
に
註
②
文
献
参
照
。

⑳
重
見
高
博
「
守
護
町
勝
瑞
出
土
の
土
師
器
皿
」
（
『
中
近
世
土
器
の
基
礎
研
究
㎞

　
窟
、
日
本
中
世
土
器
研
究
会
、
～
九
九
九
年
）
。

⑳
坪
根
伸
也
門
豊
後
に
お
け
る
戦
国
期
京
都
系
土
師
質
土
器
に
関
す
る
覚
害
」

　
（
剛
大
分
・
大
友
土
器
研
究
』
第
一
六
号
、
大
分
・
大
友
土
器
研
究
会
、
一
九
九

　
七
年
）
。

⑫
　
塩
地
潤
一
「
九
州
出
血
の
京
都
系
土
師
器
皿
」
（
咽
申
近
世
土
器
の
基
礎
研
究
㎞

　
W
、
日
本
中
世
土
器
研
究
会
、
一
九
九
九
年
）
。

㊧
　
古
賀
信
幸
［
み
や
こ
の
土
師
器
と
山
口
の
土
師
器
」
（
噸
山
口
県
地
方
史
研
究
』

　
七
一
、
山
口
県
地
方
史
学
会
、
一
九
九
四
年
）
。

⑳
　
古
賀
信
幸
門
大
内
氏
遺
跡
出
土
土
師
器
の
編
年
」
（
噌
大
内
氏
館
命
懸
・
大
内
氏

　
関
連
町
並
遺
跡
工
㎞
、
山
口
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
一
年
中
。
な
お
古
賀
氏
は
新

　
稿
の
な
か
で
W
期
を
a
・
b
二
期
に
細
分
す
る
編
年
案
を
提
示
し
て
い
る
が
、
成

　
稿
後
に
接
し
た
こ
と
も
あ
り
、
本
稿
で
は
ま
っ
た
く
言
及
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ

　
で
は
氏
の
旧
稿
の
成
果
に
準
拠
す
る
が
、
本
稿
の
論
旨
に
影
響
は
な
い
と
考
え
る
。

　
古
賀
氏
前
掲
註
⑮
文
献
参
照
。

⑳
　
諏
訪
間
順
「
小
田
原
編
年
の
概
要
」
（
『
小
田
原
市
史
　
別
編
　
城
郭
』
、
小
田

　
原
市
、
一
九
九
五
年
）
。

⑳
　
由
口
闘
志
「
小
田
原
城
と
そ
の
城
下
出
土
の
か
わ
ら
け
に
つ
い
て
扁
（
噌
小
田
原

　
市
郷
土
文
化
館
研
究
報
告
」
二
七
、
小
田
原
市
郷
土
文
化
館
、
一
九
九
一
年
）
。

⑳
服
部
氏
は
じ
め
に
註
⑨
文
献
。
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2

故
実
書
に
み
る
献
盃
儀
礼

　
京
都
産
土
師
器
の
多
法
量
化
は
、
多
く
の
サ
イ
ズ
の
皿
を
必
要
と
す
る
使
わ
れ
方
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

見
解
に
か
り
に
従
い
、
こ
れ
を
「
京
の
文
化
」
と
解
す
る
な
ら
ば
、
「
京
の
文
化
」
を
模
倣
す
る
べ
く
生
産
さ
れ
た
は
ず
の
京
都
系
土
師
器
で

も
同
様
の
法
量
分
化
が
み
ら
れ
る
は
ず
だ
。
し
か
し
実
際
は
そ
う
で
は
な
く
、
前
章
で
み
た
よ
う
に
両
者
の
法
益
分
布
に
は
大
き
な
ず
れ
が
あ

っ
た
。
こ
の
ち
が
い
は
京
都
と
そ
れ
以
外
の
地
域
で
の
使
わ
れ
方
が
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

　
従
来
土
師
器
の
主
た
る
使
わ
れ
方
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
が
武
家
儀
礼
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
で
前
章



で
う
か
び
あ
が
っ
た
問
題
点
の
背
景
を
探
っ
て
み
た
い
。
ま
ず
は
こ
れ
ま
で
明
確
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
式
三
献
の
具
体
相
を
、
儀
礼
の
場
で

ど
の
よ
う
に
土
師
器
が
使
わ
れ
た
か
に
ウ
ェ
イ
ト
を
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
本
稿
で
は
同
時
代
性
を
重
視
し
て
、
室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
か
け
て
数
多
く
著
さ
れ
た
故
実
書
を
主
に
と
り
あ
げ
る
。
故
実
書
に
も
と
つ
く
儀
礼
研
究
は
二
木
謙
一
氏
に
よ
る
多
大
な
成
果
が
あ
り
、
食

文
化
の
解
明
を
め
ざ
し
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
近
年
の
成
果
も
あ
㎏
・
と
く
に
脇
田
晴
子
氏
は
土
器
に
関
す
る
文
献
史
料
を
博
捜
し
・
概

　
　
　
　
　
　
③

括
的
に
整
理
し
た
。
こ
れ
ら
も
適
宜
参
照
す
る
。
な
お
、
論
が
前
後
す
る
が
式
三
献
と
は
盃
を
交
わ
す
儀
礼
の
ひ
と
つ
を
さ
す
。
こ
こ
で
は
式

三
献
も
含
め
た
こ
の
種
の
儀
礼
を
総
称
し
て
献
盃
儀
礼
と
よ
ぶ
。

武家儀礼と土師器（中井）

　
ω
　
献
盃
儀
礼
の
所
作
と
道
具

　
一
七
世
紀
初
頭
に
成
立
し
た
『
日
本
教
会
史
』
に
は
、
「
盃
の
事
」
と
は
「
第
一
の
し
か
も
主
要
な
礼
法
で
あ
り
、
内
心
の
愛
情
と
友
情
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

し
る
し
」
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
酒
を
勧
め
る
方
法
は
祝
意
の
有
無
な
ど
に
応
じ
て
二
種
類
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
こ
の
記
述
は
故
実
書
か
ら
も
う
ら
づ
け
ら
れ
る
。
『
大
内
問
答
』
（
永
正
六
（
～
五
〇
九
）
年
）
に
は
「
式
三
献
は
祝
の
重
用
儀
」
と
あ
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
ほ
か
「
三
ツ
盃
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
「
式
三
献
の
代
に
用
」
い
ら
れ
て
い
た
。
『
食
物
服
用
荒
巻
』
（
永
正
元
（
～
五
〇
四
）
年
）
に
み
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

う
に
、
「
三
ツ
盃
」
は
式
三
献
の
お
り
に
出
さ
れ
る
三
枚
重
ね
の
盃
を
さ
す
用
例
も
あ
る
が
、
『
家
中
竹
馬
記
』
（
永
正
八
（
一
五
一
一
）
年
）
に

は
「
し
き
三
献
を
略
し
た
る
」
儀
礼
と
あ
喉
必
ず
し
も
道
具
の
み
を
さ
す
言
葉
で
は
な
く
・
ひ
と
つ
の
儀
礼
の
名
称
で
も
あ
っ
緬
・
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
の
な
か
で
、
式
三
献
と
三
ツ
盃
と
よ
ば
れ
る
二
種
類
の
儀
礼
が
祝
意
の
有
無
に
応
じ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
れ
ら
献
盃
儀
礼
の
具
体
的
な
所
作
は
、
ど
の
故
実
書
も
記
す
と
こ
ろ
に
ほ
と
ん
ど
ち
が
い
は
な
い
。
式
三
献
、
三
ツ
盃
と
も
に
三
枚
に
重

ね
た
盃
を
主
人
と
客
人
（
身
分
の
高
い
者
と
低
い
者
）
が
互
い
に
と
っ
て
酒
を
飲
む
。
ま
ず
主
人
（
身
分
の
高
い
者
）
が
一
番
上
の
盃
を
と
っ
て
酒

を
飲
ん
だ
の
ち
、
そ
の
盃
で
客
人
（
身
分
の
低
い
者
）
が
酒
を
飲
む
と
い
う
一
連
の
所
作
が
一
献
で
あ
る
。
二
献
め
、
三
献
め
は
そ
の
つ
ど
順

序
を
逆
に
し
て
盃
が
や
り
と
り
さ
れ
る
。
式
三
献
で
は
肴
は
～
献
ご
と
に
出
さ
れ
る
が
、
三
ツ
盃
で
は
肴
は
一
膳
の
み
と
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
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表ユ　故実書にみる土師器の種類

史 料 名

土器の種類
r伊勢六郎左衛
蛻ﾑ貞順記』

『伊勢貞興返答
早v

τ伊勢兵確守貞

@記」
『食物服用之巻雲 「一献雑用注文」

一度入 1 1

二度入 1 ユ 100

三度入 ○ ユ 2 2 ユ15

五度入 ○ 365

七度入 ○ 10

十度入 ○ 10

十五度入 3

廿度入 2

そくひ 5

あひの物 ○ 615

大ぢう 4 1 650

小ぢう 2 2 3 300

みみかはらけ 1 1 350

しほかはらけ 3 3 300

平高 ○ 3 450

すへき 100

総計 …
11 ユ0 11 3375

成立年代 ～六世紀前半
元亀三
i一五七二）年

永正六（一五
Z九）年下限

永正元
i一五〇四）年

永享八
i一四三六）年

凡例

　土器の数を記載したが、数量が明記されず、使用のみが確認できるものには○を付した。

　「一献雑用注文」では「御はしのたい」をみみかはらけとして集計した。

　「すへき」は何を指すか不明であるが、かりに土師器とした。

い
ず
れ
も
形
式
的
な
も
の
で
、
食
べ
る
も
の
で
は
な

　
　
⑨

か
っ
た
。
さ
ら
に
、
三
ツ
盃
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

と
し
て
「
数
土
器
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
人
数
で
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

盃
儀
礼
を
お
こ
な
う
時
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
つ
ぎ
に
献
盃
儀
礼
で
使
用
さ
れ
る
道
具
に
つ
い
て

整
理
す
る
。
論
旨
の
展
開
上
、
面
な
ど
の
供
膳
具
に

限
定
す
る
。
盃
や
肴
を
の
せ
る
食
器
と
し
て
は
、

「
か
は
ら
け
」
す
な
わ
ち
土
師
器
が
使
用
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

故
実
書
に
よ
っ
て
異
同
は
あ
る
が
、
五
、
六
種
類
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

度
の
皿
が
使
わ
れ
た
（
表
－
）
。
『
伊
勢
兵
庫
守
貞
宗

記
』
に
は
、
盃
に
つ
い
て
「
一
と
入
。
二
と
入
。
三

と
入
。
以
上
三
つ
也
。
又
三
つ
な
が
ら
同
し
ほ
と
成

か
は
ら
け
も
す
る
也
。
大
ち
う
と
三
と
入
の
間
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

へ
し
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
盃
は
三
種
類
の
姐
を

使
用
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
一
種
類
の
皿
を
三

枚
使
う
時
も
あ
っ
た
。
「
一
と
入
」
、
「
三
と
入
」
な

ど
数
字
で
示
さ
れ
る
皿
は
先
学
の
指
摘
の
通
り
、
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

量
の
差
を
あ
ら
わ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
名
称
の
ち
が

い
が
法
量
の
ち
が
い
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
献
盃
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武家儀礼と土師器（中井）

表2　室町将軍家における年中行事

日　付 献盃儀礼の有無
行　事　の　内　容

史料1史料2史料3

正月朔日 年頭御対面（1・2・3），管領椀飯（2），上様（御台所）御 ○　　○　　○
礼（3）

正月二日 年頭御対面，御乗馬始，土岐氏椀飯，管領（細川亭）御成始 ○　　○　　○
（1　・　2　・　3），　吉書始　　（2）

正月三日 年頭御対面（1・2・3），京極氏椀飯（1・3），六角氏椀飯 ○　　○　　○
（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

正月四日
年頭御対面，御風呂始，御身固，伊勢帯御成，（1・2・3），上様御礼，三問鷹一献（1・3），御藷始（2）

正月五日 年頭御対面，野物進上（1・2・3），畠山亭御成（3）

正月六日 若菜進上（2）

正月七日
　　　　　　赤松氏椀飯，御薬進上（1・2・3），田楽年頭御対置，（1・2），七草等（2），吉書始，上様御礼（3） ○　　○　　○

正月八日 等敵軍拝賀（1・2・3），御香水進上（1・3）

正月十日 年頭御対面，公家・法中等拝賀，白鳥等進上（1・2・3），
御参内始（2）

正月十一日 灘饗1御祓進上（1●2●3），鰭言青始（2．3）・御

正月十二日 寒中・宇治衆等拝賀（1・2・3），斯波亭御成（1・3）

正月十三日 寺家・社家拝賀（1・3），和歌之御会始（2）

正月十四日 一献，松難，検校衆御対面（1・2・3），左義長（1・3）

正月十五日 年頭御対面，山名氏椀飯，左義長（1・2・3），上様御礼， ○　　○　　○
日蝕進上（3）

jE月十六日 大般若経，律家・法王拝賀（1・2・3）
正月十七日 善法寺拝賀（1・2・3），御罵場始（1），御弓始（2），御

的始（3）

正月十八日 御的射手衆披露（1・2・3），圓的始（1・3），御寺御成始， ○　　○　　○
左義長，圓始御的（2）

正月十九日 日吉樹下拝賀（1・2・3），八幡へ御幣献上（1・3），御連 ○　　　　　○
歌始（2）

正月廿日 山徒・毒家等拝賀（1・2・3），赤松亭御成（1・3）

正月廿一日 日野亭御成（2）

正月十二B 山名亭御成（レ2・3）
正月甘三日 細川亭御成（1・2・3），七条聖拝賀（1・3），春日御師拝

賀（2）

正月十六日 京極・贔山亭御成（1・3）

把月廿八日 御零始（2）

正月廿九日 御馬進上（1・3），御身固，伊勢亭御成（2）

二月朔日 朔日御対面，御折紙等進上，白鳥等進上，御祓進上（1・2・ ○　　○　　○
3），一献（2・3）

二月七日 日野亭御成（2）

二月十五日 遣教経（2）

二月十七日 御沙汰始（2）

二月十八日 一色亭御成（2）

二月廿八日 御台様にて一献（2）

二月廿九日 伊勢亭御成（2）

三月朔日 朔日御対面（1・2・3），御酸進上（い3） ○　　○　　○
正月二日 朔日御対面（1・3）

三月三日 節句御対落，鳥合（1・2・3），蓬餅（2） ○　　○　　○
三月廿七日 畠山亭御成始（2）

三月晦日 伊勢亭御成（2）

四月朔日 朔日御対面（1・2・3） ○　　○　　○
四月 賀茂衆葵桂進上（2）（賀茂祭前日）

四月二日 朔日御対面（1・3）
四月封’五日 土岐亭御成（2）

四月晦日 伊勢亭御成（2）
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五月朔日 朔日イ卸貞才頂1（1　・2　・3） ○　　○　　○
五月二日 朔日御対面（1・3）

五月三日 菖蒲・智北（2）

五月四日 菖蒲御莚・御枕進上（2）

五月五日 節句御三面（1・2・3），伊勢亭御成，菖蒲湯（2） O　　O　　O
五月十六日 大般若経（1）

五月晦日 伊勢亭御成（2）

六月朔日 朔日御対面（い2・3） ○　　○　　○
六月二日 朔日御対面（1・2・3）
六月七日 京極亭御成（舐闘祭）（2）

六月晦日 伊勢亭御成（2）

七月朔日 朔B御対面（1・2・3），白鳥等進上，一献（1・3），御祓 ○　　○　　○
進上（3）

七月二日 朔日御対面（1・3）

七月七日 節句御二面（1・2・3），草花進上，草花を禁裏へ献上 ○　　○　　○
（1・3），梶七葉に御詠，伊勢亭御成（2）

七月目～日 生見玉一献（1・3），生見玉f邦祝儀（1）

七月十三日 施餓鬼（鹿苑院）（2）（十五日まで）

七月廿日 八朔の愚（3）（八月朔日まで）

七月晦日 愚（1）

八月朔日 朔日御対面，慧（1・2・3） ○　　○　　○
八月二日 朔日御対面（1・3），1罎御返答（2）

八月三日 1議御返答（2）

八月晦日 炉勢亭御成（2）

九月朔日 朔日烈女サ面（1・2・3） O　　O　　O
九月二日 朔日御対面（い3）
九月九日 負算賀イ淫女竃「顕　（1　。　2　。　3），　勇蓼浮ξ轟　（2） ○　　○　　○
九月十六日 大学若鷺（1・3）
九月晦日 伊勢亭御成（2）

十月朔日 朔日案卸三寸顧　（1　・2　・3） ○　　○　　○
十月二日（亥日） 亥子節句御対面，亥子餅（1・2・3） ○　　○　　○
十月五日 内野の経ひもとき御成（2）

十月晦日 伊勢亭御成（2）

十一月朔日 朔日御女寸面　（1　・2　・3） ○　　○　　○
十一月二日 朔日御対面（1・3）

十一月晦日 伊勢亭御成（2）

十二月朔日 朔日御対面（1・2・3），白鳥等進上，御祓進上（1・3）， ○　　○　　○
一献（3）

十層日月二日 朔日御対面（1・3）

十日月廿日 四条上人歳暮御礼（1・2・3）
十二月目一日 七条聖歳暮御礼（1・2・3）
十二月廿五日 律家　・寺家歳暮f睡気し　（1　●　2　陰　3）

十二月廿六日 寺家・社家歳暮御礼（1・2・3）
十工門門七日 公家・法中等歳暮御礼，御薬進上（1・2・3）
十二月廿九日 歳暮御礼（1・2・3）
十二月晦日 歳暮御礼，御身固，巻数進上，美物進上（1・2・3），御服

q領（2・3）

凡例；

　「行事」欄の括弧内の数字は、史料番号を示す。

　「行事」の名称は、内容に応じて適宜命名したものもある。

　武家以外の複数人物との二二については、適宜「寺家」「公家」などと省略し、趣旨を勘案して「拝

　　賀」「御礼］とした。

　史料1：『慈照院議年中行事』（f続群轡類従』第二三臣下　武家部　巻六五九）

　史料2：『年中定例記』（f群書類従』第二二輯　武家部　巻四〇七）

　史料3：『長禄二年以来申次記』（『群書類従』第二＝：輯　武家部　巻四〇六）
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儀
礼
で
は
食
器
も
含
め
れ
ば
五
法
量
以
上
の
土
師
器
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

武家儀礼と土師器（中井）

　
倒
　
室
町
将
軍
家
の
年
中
行
事
に
み
る
献
盃
儀
礼
の
頻
度

　
つ
ぎ
に
、
一
年
間
の
な
か
で
献
盃
儀
礼
が
ど
れ
く
ら
い
の
頻
度
で
お
こ
な
わ
れ
た
か
を
室
町
将
軍
家
の
年
中
行
事
か
ら
検
討
す
る
。

　
い
く
つ
か
の
故
実
書
か
ら
年
輩
行
事
の
把
握
を
試
み
た
（
表
2
）
。
使
用
し
た
史
料
は
一
年
を
通
じ
て
行
事
が
記
載
さ
れ
て
い
る
『
慈
照
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

殿
年
中
行
事
嚇
（
以
下
史
料
－
と
す
る
）
、
『
年
中
定
例
記
』
（
以
下
史
料
2
と
す
る
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
長
禄
二
年
以
来
申
次
記
』
（
以
下
史
料
3
と
す
る
）
の
三
つ
で

あ
る
。
史
料
1
・
3
は
い
ず
れ
も
永
正
六
（
一
五
〇
九
）
年
の
奥
書
が
あ
り
、
足
利
義
政
・
義
尚
期
の
行
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
史
料
2
は
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

記
が
な
い
が
、
足
利
義
無
期
に
関
す
る
記
述
が
多
い
。
い
ず
れ
も
一
六
世
紀
初
頭
に
は
成
立
し
て
い
た
と
み
て
大
過
あ
る
ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
表
2
を
み
る
と
、
史
料
1
で
は
年
間
五
八
日
、
史
料
2
で
は
年
間
七
二
日
、
史
料
3
で
は
年
間
五
七
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
儀
式
が
と
り
お
こ
な

わ
れ
て
お
り
、
大
半
は
正
月
に
集
中
す
る
。
ほ
と
ん
ど
の
儀
式
の
日
付
は
一
致
し
て
お
り
、
年
中
行
事
と
し
て
か
な
り
定
式
化
さ
れ
た
状
況
が

う
か
が
え
る
。

　
年
頭
と
節
朔
の
対
面
、
そ
し
て
正
月
十
七
日
目
式
日
と
す
る
御
弓
場
始
（
御
的
始
）
の
翌
日
の
射
手
ら
と
の
対
面
な
ど
で
献
盃
儀
礼
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
。
史
料
2
に
行
事
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
一
例
（
正
月
＋
九
日
）
を
の
ぞ
け
ば
、
総
計
で
年
間
二
二
日
を
数
え
る
。
い
ず
れ
の

史
料
に
も
式
三
献
と
い
う
呼
称
は
ま
っ
た
く
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
「
三
土
器
」
や
「
御
三
盃
」
と
い
う
記
述
か
ら
考
え
て
、
三
ツ
盃
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
献
盃
儀
礼
は
将
軍
と
家
臣
と
の
対
面
の
場
に
か
ぎ
ら
れ
て
お
り
、
将
軍
家
の
一
門
（
吉
良
・
石
橋
・
渋
川

氏
）
や
公
家
、
寺
社
関
係
者
と
の
対
面
で
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
『
天
正
年
中
御
対
面
記
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
御
成
の
冒
頭
で
も
式
三
献
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
合
計
す
れ
ば
年
間
四
〇
日
程
度
献
盃
儀
礼

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
・
こ
の
ほ
か
に
も
臨
時
の
御
成
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
鞠
が
あ
・
た
で
あ
ろ
う
か
ら
・
献
盃
儀
礼
の
謬
は

こ
れ
以
上
の
数
字
を
示
す
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
正
月
を
中
心
に
、
毎
月
の
朔
日
や
五
節
句
な
ど
、
一
年
を
通
じ
て
ほ
ぼ
コ
ン
ス
タ
ン
ト
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に
献
盃
儀
礼
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
な
か
で
土
師
器
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
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㈲
酒
宴
に
お
い
て
消
費
さ
れ
る
土
師
器
皿

　
室
町
後
期
に
成
立
す
る
故
実
書
に
は
、
酒
宴
に
お
け
る
献
立
を
詳
細
に
記
し
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
御
成
記
に
も
式
三
献
後
の
酒
宴
で
ど
の

よ
う
な
料
理
が
ど
の
よ
う
に
出
さ
れ
た
か
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
い
ご
に
、
こ
れ
ら
酒
宴
で
の
土
師
器
皿
の
使
用
状
況
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
ま
ず
は
御
成
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
御
成
に
つ
い
て
は
佐
藤
豊
三
氏
や
小
野
正
敏
氏
の
詳
細
な
成
果
が
あ
り
、
適
宜
参
照
し
た
い
。

永
禄
四
（
一
五
六
一
）
年
の
三
好
亭
御
成
で
は
、
ま
ず
将
軍
は
式
三
献
を
お
こ
な
い
、
三
好
義
長
が
御
盃
を
頂
戴
し
た
。
つ
づ
い
て
別
間
へ
席

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
移
し
て
酒
宴
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
次
第
を
記
し
た
咽
三
好
亭
御
成
記
』
を
み
る
と
、
三
好
長
点
父
子
を
は
じ
め
公
家
衆
を
も
含
め
た
計
八
人

が
将
軍
と
同
座
し
、
そ
の
ほ
か
の
随
員
は
身
分
に
応
じ
て
別
間
で
座
席
が
与
え
ら
れ
た
。
将
軍
と
同
席
す
る
人
物
に
は
初
献
か
ら
十
七
献
ま
で
、

そ
の
ほ
か
の
人
々
に
は
身
分
に
応
じ
て
膳
の
数
が
決
め
ら
れ
た
。
「
御
湯
漬
」
が
二
百
膳
、
「
中
通
」
が
三
百
膳
、
「
大
通
」
が
五
百
膳
準
備
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
十
数
種
類
の
肴
や
菓
子
の
名
前
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
一
回
の
御
成
で
使
用
さ
れ
る
食
器
の
量
が
膨
大
で
あ
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
が
容
易
に
理
解
で
き
よ
う
。

　
御
成
の
酒
宴
で
使
わ
れ
た
食
器
に
つ
い
て
は
明
確
な
記
述
が
な
い
が
、
状
況
を
推
測
で
き
る
史
料
が
あ
る
。
永
享
八
（
一
四
三
六
）
年
の
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

記
を
持
つ
＝
献
雑
用
注
文
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
舞
勧
告
一
献
」
と
あ
り
、
「
御
　
献
」
、
す
な
わ
ち
酒
宴
で
使
用
し
た
道
具
の
数
や
代
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
記
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
圭
氏
が
分
析
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
御
檜
の
御
か
□
ら
け
」
と
し
て
多
く
の
土
師
器
が
あ
る
（
表
－
）
。
「
二
度
入
」

か
ら
「
廿
度
入
」
、
ま
た
「
そ
く
ひ
」
や
「
あ
ひ
の
物
」
、
「
大
ぢ
う
」
「
小
ぢ
う
」
な
ど
一
五
種
類
、
総
計
三
三
七
五
枚
に
及
ぶ
土
師
器
が
準
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

さ
れ
た
。
故
実
書
に
は
盃
に
酒
が
し
み
た
り
、
割
れ
た
り
し
た
時
の
取
り
替
え
方
の
作
法
が
記
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
み
て
、
右
の
数
字
に
は
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

る
程
度
の
予
備
も
含
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
く
噸
蜷
川
家
文
書
』
所
収
の
「
節
分
一
献
注
文
」
は
年
記
も
な
く
、
行
事
の
詳
細
は
不

明
で
あ
る
が
、
酒
宴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
そ
こ
に
は
式
三
献
の
の
ち
の
供
御
と
し
て
初
葉
か
ら
九
献
ま
で
総
計
約
三
〇



武家儀礼と土師器（中井）

種
類
の
料
理
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
酒
宴
の
規
模
が
推
測
で
き
る
。

　
右
の
検
討
に
よ
っ
て
、
献
盃
儀
礼
や
酒
宴
に
お
け
る
土
師
器
の
使
用
の
実
態
、
と
く
に
今
ま
で
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
通
年
的
な

土
師
器
の
使
用
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
忍
法
量
の
土
師
器
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
と
り
わ
け
酒
宴
で
は
大
量
の
土
師
器
が
使

用
さ
れ
た
。
献
盃
儀
礼
は
｝
年
の
な
か
で
開
催
さ
れ
る
機
会
は
か
な
り
定
式
化
さ
れ
て
い
た
が
、
酒
宴
は
さ
ま
ざ
ま
な
お
り
に
開
か
れ
て
お
り
、

大
量
の
土
師
器
を
使
用
す
る
機
会
は
い
わ
ば
随
所
に
存
在
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
さ
い
ご
に
、
こ
れ
ら
土
師
器
が
一
圓
き
り
使
用
さ
れ
る
使
い
捨
て
の
食
器
で
あ
っ
た
と
す
る
見
解
に
対
し
て
疑
義
を
呈
し
て
お
き
た
い
。

『
蜷
川
家
文
書
』
に
み
る
大
量
の
土
師
器
の
準
備
は
た
し
か
に
大
量
の
同
時
使
用
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
土
師
器
に
酒
が
し
み

た
時
に
取
り
替
え
る
給
仕
の
作
法
や
、
土
師
器
の
う
え
に
「
か
い
し
き
」
を
敷
い
て
肴
を
の
せ
る
と
い
う
配
膳
方
法
は
一
回
き
り
の
使
い
捨
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
前
提
と
し
て
い
て
は
成
立
し
得
な
い
。
出
土
重
量
に
も
と
づ
い
た
試
算
か
ら
こ
れ
を
否
定
す
る
意
見
も
あ
り
、
素
焼
き
の
土
器
と
い
う
土
師

器
が
本
質
的
に
持
つ
耐
久
性
は
限
界
と
し
て
存
在
し
て
い
た
に
せ
よ
、
食
器
と
し
て
あ
る
程
度
の
号
数
の
使
用
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て

お
き
た
い
。

①
た
と
え
ば
、
二
木
謙
～
魍
中
世
武
家
儀
礼
の
研
究
輪
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八

　
五
年
）
な
ど
。
ま
た
同
氏
に
よ
っ
て
『
中
世
武
家
の
作
法
輪
（
吉
川
弘
文
館
、
一

　
九
九
九
年
）
が
近
年
刊
行
さ
れ
、
式
ご
一
献
に
つ
い
て
も
詳
論
さ
れ
て
い
る
。
成
稿

　
後
に
接
し
た
た
め
に
そ
の
成
果
に
十
分
ふ
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
お
断
り
し
て

　
お
き
た
い
。

②
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
隔
第
七
一
集
、
一

　
九
九
七
年
。

③
脇
田
晴
子
「
文
献
か
ら
み
た
中
世
の
土
器
と
食
事
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
研
究
報
告
』
第
七
一
集
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
一
九
九
七
年
）
。

④
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
～
ゲ
ス
（
江
馬
務
・
佐
野
泰
彦
・
土
井
忠
生
・
浜
口
乃
二

　
雄
訳
）
噸
日
本
教
会
史
階
上
（
岩
波
轡
店
、
一
九
六
七
年
）
、
第
二
十
六
章
。

⑤
『
群
番
類
従
』
第
二
二
輯
武
家
部
、
巻
四
＝
。

⑥
糊
天
正
年
中
御
対
画
記
』
（
叫
続
群
書
類
従
』
第
二
三
輯
下
武
家
部
、
巻
六
六

　
一
）
。
本
書
は
天
正
八
（
一
五
八
○
）
年
の
奥
害
を
も
つ
。

⑦
糊
続
群
書
類
従
』
第
一
九
輯
下
飲
食
部
、
巻
五
六
四
。

⑧
隅
群
書
類
従
』
第
二
三
輯
武
家
部
、
巻
四
一
八
。
同
じ
く
門
食
物
服
用
之

　
巻
』
に
は
、
コ
だ
ん
の
し
ふ
げ
ん
に
は
」
式
三
献
で
、
通
常
は
「
ひ
き
わ
た
し
」

　
を
用
い
る
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
「
三
ツ
盃
」
で
は
な
く
「
ひ
き
わ
た
し
」
と
も

　
よ
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。
「
ひ
き
わ
た
し
」
と
は
「
婚
礼
の
祝
宴
な
ど
に
用
い
ら
れ

　
る
、
食
物
の
計
る
取
合
わ
せ
」
（
『
日
葡
辞
書
』
）
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
個
別
の
事
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項
を
さ
す
こ
と
ば
で
は
な
く
、
儀
礼
全
体
を
さ
す
こ
と
ば
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た

　
よ
う
で
あ
る
。
引
渡
し
（
ひ
き
わ
た
し
）
と
式
三
献
と
使
い
分
け
て
い
る
用
例
は

　
州
北
條
幻
庵
覚
書
』
（
『
続
々
群
書
類
従
』
巻
第
十
　
教
育
部
）
に
も
あ
る
。

⑨
隅
伊
勢
兵
庫
守
貞
宗
記
』
（
『
続
群
書
類
従
』
第
二
四
輯
上
武
家
部
、
巻
六
八

　
六
）
。
本
書
は
年
記
が
な
い
が
、
伊
勢
貞
宗
の
没
年
か
ら
考
え
て
永
正
六
（
～
五

　
〇
九
）
年
に
は
成
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑩
『
慈
照
院
殿
年
中
行
事
㎞
（
門
続
群
書
類
従
』
第
二
三
輯
下
武
家
部
、
巻
六
五

　
九
）
。

⑪
　
　
『
年
中
定
例
記
』
（
『
群
書
類
従
』
第
二
二
輯
　
武
家
部
、
巻
四
〇
七
）
。
ま
た
、

　
『
日
本
教
会
史
㎞
で
は
、
「
農
民
や
百
姓
」
ら
が
、
新
年
や
祝
祭
の
時
に
作
物
を

　
持
参
し
て
領
主
の
許
を
訪
問
し
た
時
に
行
わ
れ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
註
④

　
文
献
）
。

⑫
表
1
の
コ
献
雑
用
注
文
」
に
は
実
際
の
酒
宴
で
使
わ
れ
た
土
器
の
数
が
記
載

　
さ
れ
て
い
る
。
故
実
書
は
作
法
の
説
明
と
し
て
一
人
分
の
膳
を
紹
介
し
て
い
る
た

　
め
、
表
の
よ
う
に
数
量
が
大
き
く
隔
た
っ
て
い
る
。

⑬
こ
の
ほ
か
特
殊
な
も
の
と
し
て
門
み
み
か
は
ら
け
」
や
「
へ
そ
か
は
ら
け
」
が

　
あ
る
。
前
者
は
絵
図
に
は
楕
円
形
で
皿
の
端
部
二
箇
所
を
内
側
に
折
り
曲
げ
た
形

　
態
に
描
か
れ
て
お
り
、
出
土
例
に
み
る
耳
皿
と
よ
ば
れ
る
皿
を
示
す
。
後
者
は
一

　
四
～
一
五
世
紀
に
京
都
に
出
現
す
る
底
部
を
小
指
で
押
し
く
ぼ
め
た
形
態
の
皿
、

　
い
わ
ゆ
る
「
へ
そ
皿
」
に
あ
た
る
。

⑭
前
掲
註
⑨
文
献
。

⑮
鋤
柄
氏
は
じ
め
に
註
⑧
文
献
。
ま
た
島
田
貞
彦
氏
は
京
都
岩
倉
の
土
師
器
作
り

　
の
聞
き
取
り
調
査
か
ら
、
「
度
」
が
口
径
の
ち
が
い
を
意
位
す
る
こ
と
を
指
摘
し

　
て
い
る
。
島
田
貞
彦
「
山
城
幡
枝
の
土
器
」
（
糊
考
古
学
雑
誌
』
一
＝
…
三
、
～
九

　
三
一
年
）
参
照
。

⑯
前
掲
註
⑩
文
献
。

⑰
前
掲
註
⑪
文
献
。

⑱
田
面
轡
類
従
㎞
第
二
二
輯
武
家
部
、
巻
四
〇
六
。

⑲
二
木
謙
一
「
室
町
幕
府
将
軍
御
対
面
儀
礼
と
格
式
の
形
成
（
上
・
下
）
」
（
岡
圏

　
學
院
雑
誌
』
九
八
－
｝
・
二
、
一
九
九
七
年
）
。

⑳
こ
の
史
料
の
み
寺
社
へ
の
「
御
成
」
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
他
史
料
と
の
比

　
較
が
で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
定
例
行
事
か
ど
う
か
が
即
断
で
き
な
い
と
い
う
理
由

　
か
ら
集
計
よ
り
除
外
し
た
。

⑳
前
掲
甦
⑦
文
献
。

⑫
　
将
軍
宣
下
や
将
軍
家
若
君
の
元
服
に
お
い
て
も
式
三
献
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た

　
こ
と
が
、
成
立
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
『
延
徳
二
年
宣
下
記
』
（
『
続
群
書
類
従
」

　
指
数
二
一
二
輯
下
　
武
家
部
、
巻
六
五
七
）
や
『
常
仲
偲
院
殿
御
影
響
直
記
』
（
『
結
胱
群
講
附
類

　
従
㎞
第
二
三
輯
下
　
武
家
部
、
巻
六
五
八
）
で
も
確
認
で
き
る
。

⑬
佐
藤
豊
三
「
将
軍
家
「
御
成
」
に
つ
い
て
（
一
）
－
室
町
将
軍
家
の
御
成

　
1
」
（
糊
金
醗
叢
書
』
創
刊
号
、
徳
川
黎
明
会
、
～
九
七
四
年
）
。
小
野
氏
は
じ

　
め
に
註
⑥
文
献
。

⑳
　
　
呼
続
群
書
類
従
』
第
二
三
輯
下
　
武
家
部
、
巻
六
六
二
。
奥
勤
に
は
永
禄
四

　
（
一
五
六
一
）
年
三
月
十
日
の
日
付
が
あ
る
。

⑳
　
小
野
正
敏
氏
は
、
越
前
朝
倉
義
景
館
で
お
こ
な
わ
れ
た
足
利
義
秋
御
成
の
記
録

　
を
分
析
し
、
数
万
枚
の
「
か
わ
ら
け
」
が
消
費
さ
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
（
小
野

　
氏
は
じ
め
に
註
⑥
文
献
）
。
大
壷
に
消
費
さ
れ
た
点
は
同
意
で
き
る
が
、
京
都
の

　
故
実
書
の
記
述
を
基
準
と
し
て
考
え
て
も
、
数
量
は
多
く
見
積
も
っ
て
せ
い
ぜ
い

　
一
万
繊
弱
で
あ
り
、
数
万
枚
と
す
る
氏
の
主
張
に
は
従
い
が
た
い
。
後
述
す
る

　
『
蜷
川
家
文
書
』
に
み
る
よ
う
に
、
酒
宴
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
土
師
器
皿
は
、

　
多
く
と
も
せ
い
ぜ
い
数
千
枚
程
度
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

⑳
　
　
糊
蜷
川
家
文
書
之
＝
二
五
暑
文
書
。

⑳
佐
藤
圭
「
文
献
資
料
に
み
え
る
中
世
の
飲
食
器
の
使
用
と
所
有
に
つ
い
て
」
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（
『
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
紀
要
』
、
福
井
県
立
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
、
一
九
八
八
年
）
。

⑱
　
た
と
え
ば
、
成
立
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
『
三
井
記
』
（
『
続
群
書
類
従
』
第
二

　
四
輯
下
　
武
家
部
、
巻
六
九
八
）
な
ど
。

⑳
　
　
『
蜷
川
家
文
書
之
一
』
九
九
号
文
書
。

⑳
藤
原
氏
は
じ
め
に
註
④
文
献
。
中
世
前
期
に
つ
い
て
の
見
解
で
あ
る
が
、
河
野

　
翼
知
郎
『
中
世
都
市
鎌
倉
　
遺
跡
が
語
る
武
家
の
都
』
（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、

　
一
九
九
五
年
）
な
ど
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
中
世
後
期
の
事
例
の
解
釈
に
も
そ
の

　
ま
ま
敷
術
さ
れ
て
い
る
。

⑳
伊
野
近
富
「
土
師
器
皿
」
（
中
世
土
器
研
究
会
編
『
概
説
　
中
世
の
土
器
・
陶

　
磁
器
』
、
真
髄
社
、
一
九
九
五
年
）
。

武家儀礼と土師器（中井）

3

戦
国
大
名
家
に
お
け
る
献
盃
儀
礼

　
ω
　
島
津
家
に
お
け
る
献
盃
儀
礼
1
『
上
井
覚
兼
日
記
』
か
ら
1

　
本
章
で
は
、
地
方
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
頻
度
で
献
盃
儀
礼
が
お
こ
な
わ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
、
武
家
儀
礼
の
波
及
の
実
態
を
素
描
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ま
ず
は
島
津
家
重
臣
で
あ
る
上
井
再
思
が
著
し
た
『
上
井
覚
兼
日
記
隔
か
ら
、
島
津
家
に
お
け
る
儀
礼
の
実
態
を
検
討
す
る
。
本
史
料
を
と
り

あ
げ
た
の
は
島
津
家
が
鎌
倉
時
代
以
来
の
武
家
と
い
う
点
で
武
家
儀
礼
を
よ
く
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
ま
た
『
上
井
覚
兼
日
記
』
が

同
時
代
の
良
好
な
史
料
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。

　
咽
上
井
覚
兼
日
記
』
に
は
断
絶
も
あ
る
が
天
正
二
（
｝
五
七
四
）
年
八
月
か
ら
天
正
一
四
（
一
五
八
六
）
年
入
撰
ま
で
の
記
録
が
の
こ
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
。
こ
の
う
ち
「
三
献
」
記
載
記
事
を
集
計
し
た
結
果
が
表
3
で
あ
る
。

　
　
『
上
井
覚
兼
日
記
漸
に
は
総
計
一
七
三
件
の
三
献
記
事
が
確
認
で
き
る
。
一
年
を
通
じ
て
日
記
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
年
度
に
か
ぎ
っ
て
み
る

と
、
天
正
一
一
（
一
五
八
三
）
年
で
は
五
〇
件
、
同
一
二
（
一
五
八
四
）
年
で
は
三
一
件
、
同
＝
二
（
一
五
八
五
）
年
で
は
四
五
件
で
あ
る
。
三
〇

～
五
〇
件
程
度
と
ば
ら
つ
き
が
あ
る
た
め
、
年
中
行
事
と
し
て
定
例
化
さ
れ
て
い
な
い
行
事
な
ど
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い

ず
れ
の
年
も
三
献
は
正
月
に
半
数
以
上
が
集
中
す
る
。

　
開
催
の
い
ぎ
さ
つ
を
み
る
と
、
い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ
る
。
第
一
に
、
当
時
の
島
津
家
当
主
で
あ
っ
た
義
久
は
、
家
臣
と
の
対
面
だ
け
で
は

な
く
、
弟
の
義
弘
・
歳
久
・
家
久
や
一
門
に
連
な
る
忠
長
や
義
虎
な
ど
と
の
対
面
に
際
し
て
も
献
盃
儀
礼
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
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表3　『上井覚兼日記』記載の三献関連記事件数

月 別　　内 訳
年 三献件数 備考

1月 2月 3月 4月 5月 6月7月8月 9月 10月 11月 12月 閏月

天正2年 3
一 ｝ ｝ 一 一 一　　一　　〇 0 0 0 ！ 2 閏ll月

天正3年 7 2 工 4
一 　

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

｝ …
0 0

｝

天正4年 2
一 ｝ ｝ 一 一 一　　一　　2 Q

一 一 一 一

天正10年 1
一 一 一 一 …

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一 …
0 1

『

天正11年 50 31 0 8 2 0 2　　1　　0 0 0 0 0 6 閏1月

天正12年 31 17 1 3 0 0 O　　I　　4 0 1 ユ 3
『

天正13年 45 17 14 0 7 2 0　　0　　2 1 0 0 1 1 閏8月

天正14年 34 19 8 0 ユ 3 0　　0　　2 1 0
一 一 一

計 173 86 24 15 10 5 2　　2　　10 2 1 1 6 9

凡例　表中「一」は記畢が現存しない月を示す。

　
第
二
に
、
日
記
の
著
者
上
井
再
三
が
、
彼
の
居
城
で
あ
る
日
向
宮
崎
城
で
三
献
を
お
こ
な
っ

て
い
た
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
天
正
一
三
年
正
月
一
日
～
五
日
条
か
ら
は
、
上
井
覚
兼

は
日
向
宮
崎
城
に
て
、
上
井
家
家
臣
と
思
わ
れ
る
「
城
内
之
衆
」
を
は
じ
め
、
「
諸
出
家
衆
」
、

「
善
哉
坊
」
、
「
海
江
田
諸
出
家
」
な
ど
、
武
士
だ
け
で
な
く
寺
社
関
係
者
と
の
対
面
で
も
三
献

を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
名
家
だ
け
で
な
く
そ
の
家
臣
ク
ラ
ス
の
武
家
に
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

献
盃
儀
礼
が
普
及
し
て
お
り
、
ま
た
後
者
の
よ
う
な
階
層
で
は
そ
の
領
内
の
寺
社
関
係
者
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
も
献
盃
儀
礼
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

　
第
三
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
付
随
し
て
三
献
が
お
こ
な
わ
れ
る
事
例
が
多
い
点
で
あ
る
。

天
正
二
年
閏
＝
月
七
日
条
や
同
国
年
三
月
一
四
・
一
五
日
条
で
は
「
犬
追
物
御
稽
古
始
」
や

「
犬
追
物
」
に
際
し
て
三
献
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
「
御
吉
書
始
」
や
「
椀

飯
」
、
御
成
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
「
御
光
儀
」
、
家
臣
の
元
服
や
一
字
拝
領
の
席
上
な
ど
、
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ざ
ま
な
行
事
に
際
し
て
献
盃
儀
礼
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
場
で
は
「
式
三
献
」
や

「
古
（
故
）
躰
三
献
」
、
「
加
へ
三
献
」
が
し
ば
し
ば
お
こ
な
わ
れ
た
。
「
古
（
故
）
躰
三
献
」
、

「
加
へ
三
献
」
は
故
実
書
に
は
な
い
言
葉
で
あ
る
が
、
「
加
へ
」
が
酌
の
特
殊
な
作
法
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
⑥

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
よ
り
フ
ォ
ー
マ
ル
な
儀
礼
を
意
味
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
は

「
三
献
」
や
「
式
三
献
」
、
「
古
（
故
）
躰
三
献
」
、
「
加
へ
三
献
」
と
い
っ
た
表
記
が
故
実
書
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

み
る
よ
う
な
献
盃
儀
礼
の
種
類
に
対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
酒
宴
で
の
所
作
に
つ
い
て
み
る
と
、
天
正
　
三
年
二
月
一
六
日
条
に
島
津
義
久
が
上
井
覚
兼

の
邸
宅
へ
「
御
光
儀
」
、
す
な
わ
ち
御
成
を
お
こ
な
っ
た
記
事
が
み
え
る
。
主
薬
ご
ろ
義
久
が
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訪
問
し
て
式
三
献
が
お
こ
な
わ
れ
、
網
船
が
「
御
盃
頂
戴
」
し
た
の
ち
「
終
日
御
酒
宴
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
主
従
だ
け
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

く
、
家
臣
同
士
で
「
三
献
」
を
お
こ
な
う
場
合
で
も
酌
の
や
り
と
り
を
し
た
記
述
は
多
い
。
さ
ら
に
天
正
一
二
年
一
二
月
六
日
条
に
は
足
利
義

昭
の
使
者
を
饗
応
し
た
記
録
が
あ
り
、
式
三
献
は
な
か
っ
た
が
、
数
回
に
及
ぶ
「
御
礼
」
が
交
わ
さ
れ
た
。
肴
の
記
載
も
あ
り
、
御
成
書
な
ど

に
い
う
「
献
」
を
実
質
的
に
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
島
津
家
の
儀
礼
は
名
称
や
細
部
で
は
異
な
る
も
の
の
、
具
体
的
な
所
作
や
次
第
に
関
し
て
は
か
な
り
故
実
書
の
記
述
と
似
通
っ

て
お
り
、
室
町
将
軍
家
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
献
盃
儀
礼
が
一
六
世
紀
の
後
半
に
は
家
中
の
広
い
範
囲
に
浸
透
し
て
い
た
と
理
解
で
き
る
。

　
道
豊
ハ
を
示
す
記
事
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
が
、
概
し
て
室
町
将
軍
家
の
儀
礼
と
同
じ
作
法
が
な
さ
れ
、
そ
れ
が
三
献
と
認
識
さ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
同
じ
く
「
か
は
ら
け
」
、
す
な
わ
ち
土
師
器
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
最
も
高
く
、
ま
た
次
節
の
事
例
を
勘
案
し

て
も
そ
う
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

武家儀礼と土師器（中井）

　
ω
　
戦
国
大
名
家
に
お
け
る
献
盃
儀
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
つ
ぎ
に
、
地
方
の
大
名
家
に
お
け
る
献
盃
儀
礼
の
実
態
を
検
討
す
る
。

　
ま
ず
は
大
内
家
の
事
例
を
み
て
み
よ
う
。
先
に
み
た
『
大
内
問
答
』
が
上
洛
し
た
大
内
義
興
の
諮
問
に
こ
た
え
る
か
た
ち
で
っ
く
ら
れ
た
経

⑩緯
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
大
内
家
で
は
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
前
半
の
段
階
で
室
町
将
軍
家
の
儀
礼
の
摂
取
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

や
時
代
が
く
だ
っ
て
天
文
一
八
（
一
五
四
九
）
年
三
月
に
毛
利
元
就
が
山
口
に
下
向
し
た
時
の
饗
応
記
録
が
の
こ
さ
れ
て
お
り
、
大
内
家
の
儀

礼
や
酒
宴
の
具
体
相
が
う
か
が
え
る
。
山
ロ
に
下
向
し
た
元
就
を
大
内
家
家
臣
の
青
景
隆
著
や
陶
隆
房
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
邸
宅
で
饗
応
し
、
大

内
義
隆
も
築
山
館
で
元
就
を
饗
応
し
た
。
式
三
献
の
記
載
は
な
い
が
、
御
湯
漬
や
十
献
に
及
ぶ
肴
が
供
さ
れ
、
「
大
中
」
、
「
小
中
」
、
「
五
度
入
」
、

「
へ
い
こ
う
」
、
「
あ
い
の
物
」
、
「
三
度
入
」
と
い
う
土
師
器
が
使
用
さ
れ
た
。
、
酒
宴
の
次
第
や
道
具
は
室
町
将
軍
家
の
故
実
書
と
同
～
で
あ
り
、

京
都
の
武
家
儀
礼
を
忠
実
に
と
り
い
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
饗
応
さ
れ
た
側
の
毛
利
家
の
状
況
を
知
る
史
料
は
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
確
認
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⑫

で
き
な
い
が
、
『
毛
利
照
臨
父
子
雄
高
山
行
向
滞
留
日
記
臨
を
み
る
と
京
都
の
御
成
書
の
記
述
に
酷
似
し
た
酒
宴
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
本
史

料
が
成
立
し
た
永
禄
四
（
一
五
六
一
）
年
頃
に
は
こ
の
よ
う
な
国
人
層
に
出
自
を
持
つ
武
家
ク
ラ
ス
の
間
に
も
京
都
の
酒
宴
の
ス
タ
イ
ル
が
普

及
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
つ
ぎ
に
大
友
家
の
状
況
を
み
る
。
大
友
吉
統
（
義
統
）
が
文
禄
四
（
一
五
九
五
）
年
に
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
『
当
家
年
申
作
法
日
記
』
が
あ
る
。

こ
こ
に
記
さ
れ
た
行
事
や
儀
礼
が
、
京
都
系
土
師
器
が
豊
後
地
域
で
出
現
す
る
一
六
世
紀
中
頃
に
成
立
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
も
年
頭
の
祝
賀
か
ら
節
句
を
は
じ
め
、
吉
書
始
や
評
定
始
、
犬
追
物
な
ど
多
く
の
年
中
行
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
祝
三
献
」
や
「
三
盃
」
と
い
う
語
句
か
ら
、
二
種
類
の
献
盃
儀
礼
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は
年
頭
の
対
面
や
節
朔
の
際
に

お
こ
な
わ
れ
た
が
、
年
頭
の
対
面
で
は
寺
社
関
係
者
に
対
し
て
も
お
こ
な
っ
て
い
た
。

　
道
具
を
み
る
と
、
元
旦
の
献
盃
儀
礼
で
肴
や
汁
を
入
れ
る
食
器
に
「
か
ハ
ら
け
」
が
使
わ
れ
た
。
一
方
、
正
月
の
祝
に
用
い
る
餅
や
鐙
、
か

ち
栗
を
入
れ
る
容
器
に
は
「
大
ち
ゃ
碗
の
は
ち
」
が
使
わ
れ
た
。
こ
れ
が
土
師
器
の
鉢
を
さ
す
か
は
不
明
で
あ
る
。
土
師
器
の
具
体
的
な
種
類

を
示
す
記
述
は
な
い
が
、
室
町
将
軍
家
と
似
た
行
事
や
儀
礼
が
お
こ
な
わ
れ
る
な
か
で
＝
疋
量
の
土
師
器
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
想
定
す
る
の

は
あ
な
が
ち
無
理
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
朝
倉
家
に
つ
い
て
は
、
永
禄
＝
　
（
｝
五
六
八
）
年
に
足
利
義
秋
（
義
昭
）
が
朝
倉
義
景
邸
に
御
成
し
た
記
録
が
の
こ
っ
て
い
る
。
道
具
の
記

述
は
な
い
が
、
式
三
献
が
お
こ
な
わ
れ
、
つ
い
で
十
七
献
に
及
ん
だ
酒
宴
の
ス
タ
イ
ル
は
室
町
将
軍
家
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

　
さ
い
ご
に
関
東
の
北
条
家
の
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
北
条
家
の
年
中
行
事
な
ど
に
関
す
る
史
料
は
ま
っ
た
く
の
こ
っ
て
い
な
い
が
、

関
東
の
鎌
倉
府
で
は
京
都
と
同
じ
よ
う
な
年
中
行
事
を
お
こ
な
い
、
そ
の
な
か
で
献
盃
儀
礼
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
享
徳
三
（
一
四
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

四
）
年
成
立
の
『
殿
中
以
下
年
中
行
事
（
鎌
倉
年
中
行
事
）
瞼
か
ら
わ
か
る
。
鎌
倉
府
で
は
す
で
に
京
都
と
同
じ
儀
礼
が
成
立
し
て
い
た
。
の
ち

に
古
河
公
方
家
を
保
護
下
に
お
く
北
条
家
も
何
ら
か
の
か
た
ち
で
こ
れ
ら
諸
儀
礼
を
見
聞
し
た
り
、
採
用
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
と
推
測
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

れ
る
。
一
六
世
紀
成
立
の
『
北
條
幻
庵
覚
書
臨
に
は
「
つ
ね
の
三
こ
ん
」
や
「
し
き
三
こ
ん
」
と
あ
り
、
二
種
類
の
献
盃
儀
礼
が
存
在
し
て
い
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⑰

た
こ
と
が
わ
か
る
。
京
都
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
儀
礼
が
北
条
家
で
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
想
定
で
き
よ
う
。

　
地
方
の
大
名
家
の
史
料
を
と
り
あ
げ
、
行
事
や
儀
礼
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
。
断
片
的
な
史
料
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
一
六
世
紀
段
階

に
は
室
町
将
軍
家
の
行
事
や
儀
礼
が
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
名
称
は
異
な
る
が
、
二
種
類
の
献
盃
儀
礼
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
大

友
家
や
北
条
家
の
史
料
か
ら
推
測
で
き
る
。
前
節
の
島
津
家
の
事
例
も
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
地
方
の
大
名
家
で
も
年
中
行
事
の
随
所
で
献
盃
儀

礼
を
お
こ
な
い
、
同
時
に
多
く
の
酒
宴
も
催
さ
れ
た
。
さ
ら
に
献
盃
儀
礼
は
大
名
の
家
臣
ク
ラ
ス
の
武
家
や
一
部
の
寺
社
関
係
者
と
の
問
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
武
家
と
い
う
社
会
階
層
内
部
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

武家儀礼と土師器（中井）

①
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
軍
門
大
日
本
古
文
書
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
四
年
）

　
所
収
の
テ
ク
ス
ト
を
使
用
し
た
。

②
こ
の
表
に
は
「
三
献
」
と
い
う
記
載
で
は
な
い
が
、
記
さ
れ
て
い
る
所
作
な
ど

　
か
ら
三
献
儀
礼
と
判
断
で
き
る
事
例
も
集
計
し
た
。
な
お
付
書
し
て
お
く
と
、
同

　
書
に
は
単
に
「
酒
宴
」
を
お
こ
な
っ
た
記
事
も
多
い
。
三
献
と
酒
宴
は
酒
を
飲
む

　
と
い
う
点
で
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
両
者
は
別
の
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。
記
事

　
に
み
る
「
三
献
」
は
何
ら
か
の
献
盃
儀
礼
を
示
し
た
も
の
と
み
て
大
過
あ
る
ま
い
。

③
こ
の
よ
う
な
事
例
は
島
津
家
だ
け
で
な
く
、
毛
利
家
な
ど
で
も
み
ら
れ
る
。
矢

　
田
俊
文
氏
は
、
戦
国
領
主
の
家
臣
再
構
成
を
検
討
す
る
な
か
で
毛
利
家
の
正
月
儀

　
礼
を
と
り
あ
げ
、
国
衆
が
独
自
の
正
月
儀
礼
を
主
宰
し
、
毛
利
家
の
正
月
儀
礼
に

　
は
参
加
し
な
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
同
「
戦
国
領
主
の
成

　
立
」
（
『
日
本
中
琶
戦
国
期
権
力
構
造
の
研
究
㎞
、
塙
書
房
、
一
九
九
八
年
）
。

④
島
津
義
久
や
そ
の
一
族
の
場
合
で
は
寺
社
関
係
者
と
献
盃
儀
礼
を
お
こ
な
っ
た

　
ケ
ー
ス
は
確
認
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
島
津
家
内
部
の
儀
礼
は
上
井
累
年
が
何
ら

　
か
の
か
た
ち
で
見
聞
し
た
り
、
参
加
し
た
り
し
た
も
の
だ
け
が
記
載
さ
れ
る
と
い

　
う
史
料
上
の
制
約
は
あ
る
。

⑤
「
式
三
献
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
事
例
は
五
件
あ
る
。
島
津
氏
の
一
族
が
当
主

　
義
久
に
薪
年
最
初
に
対
面
す
る
事
例
が
二
件
、
島
津
家
臣
の
子
弟
が
は
じ
め
て
義

　
久
に
対
面
す
る
事
例
が
～
件
、
上
井
覚
兼
父
子
が
は
じ
め
て
海
江
三
社
に
参
詣
し
、

　
そ
こ
で
式
三
献
を
と
り
お
こ
な
っ
た
後
、
父
上
井
薫
兼
の
許
を
訪
ね
て
お
こ
な
つ

　
た
例
が
そ
れ
ぞ
れ
一
件
で
あ
る
。
神
社
に
お
い
て
も
式
三
献
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

　
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑥
第
二
章
註
⑳
文
献
な
ど
に
み
え
る
。

⑦
こ
の
ほ
か
「
渋
谷
之
三
献
」
と
い
う
表
記
も
あ
る
が
（
天
正
＝
二
年
二
月
二
〇

　
B
条
）
、
類
例
も
な
く
具
体
的
内
容
は
わ
か
ら
な
い
。

⑧
た
と
え
ば
、
天
正
～
三
年
正
月
八
日
条
な
ど
。

⑨
　
大
友
氏
の
史
料
に
つ
い
て
は
塩
地
潤
一
氏
が
、
北
条
氏
に
つ
い
て
は
服
部
実
喜

　
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
て
い
る
。
両
氏
と
も
式
三
献
が
普
及
し
て
い
た
根
拠
と
し

　
て
掲
げ
て
い
る
が
、
京
都
系
土
師
器
導
入
の
契
機
と
考
え
る
点
に
関
し
て
は
首
肯

　
で
き
な
い
。
塩
地
響
第
一
章
註
⑫
文
献
、
ま
た
服
部
実
喜
「
戦
国
都
市
小
田
原
と

　
北
条
領
国
の
土
師
質
土
器
」
（
『
中
男
茎
土
器
の
基
礎
研
究
㎞
W
、
日
本
中
世
土
器

　
研
究
会
、
一
九
九
九
年
）
参
照
。

⑩
『
大
内
問
答
㎞
（
門
群
書
類
従
』
第
二
二
輯
武
家
部
、
巻
四
コ
）
奥
書
。

⑪
「
元
就
公
山
口
御
下
向
の
節
饗
応
次
第
」
（
糊
毛
利
家
史
料
集
』
、
人
物
往
来
社
、

73 （415）



　
一
九
六
六
年
）
。

⑫
噸
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
八
毛
利
家
文
書
之
二
㎞
四
〇
三
号
文
書
。

⑬
竹
内
理
三
監
修
、
田
北
学
編
『
増
補
訂
正
編
年
大
友
史
料
㎞
三
一
、
一
九
七

　
〇
年
。

⑭
「
朝
倉
義
景
亭
御
成
記
」
（
福
井
市
編
『
福
井
市
史
資
料
編
2
』
、
一
九
八
九

　
年
）
。

⑮
『
群
書
類
従
』
第
二
二
輯
武
家
部
、
巻
四
〇
八
。

⑯
第
二
章
註
⑧
文
献
。

⑰
し
か
し
、
亥
子
の
節
句
の
儀
礼
に
つ
い
て
は
「
い
の
こ
の
も
ち
み
の
事
、
き
ん

　
ね
ん
お
だ
は
ら
に
し
か
じ
か
と
御
い
わ
ゐ
候
は
ぬ
ま
ま
、
や
う
だ
い
入
わ
す
れ

　
候
扁
と
あ
り
、
必
ず
し
も
京
都
の
儀
礼
の
全
て
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
わ
け
で

　
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

⑱
一
六
世
紀
中
頃
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
色
部
氏
年
中
行
事
漏
を
詳
細
に

　
分
析
し
た
中
野
堂
任
氏
は
、
越
後
の
在
地
領
主
魚
部
氏
が
領
内
の
様
々
な
階
層
の

　
人
々
に
対
し
て
献
盃
儀
礼
を
お
こ
な
っ
て
い
た
姿
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
本
稿

　
で
は
十
分
に
と
り
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
献
盃
儀
礼
の
異
な
る
階
層
へ
の
普
及

　
と
い
う
問
題
も
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
隅
噸
祝
儀
・
告
書
・
呪
符
』
（
告
川

　
弘
文
館
、
～
九
入
八
年
）
参
照
。
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4
．
京
都
系
土
師
器
の
展
開
と
武
家
儀
礼

　
さ
い
ご
に
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
を
ま
と
め
、
京
都
系
土
師
器
の
出
現
に
武
家
儀
礼
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
か
を
考
察
す
る
。

　
京
都
で
は
、
一
六
世
紀
に
は
す
で
に
献
盃
儀
礼
の
詳
細
な
所
作
や
道
具
が
体
系
化
さ
れ
て
い
た
。
盃
と
し
て
必
要
な
土
師
器
は
三
法
量
な
い

し
一
法
案
、
ま
た
食
器
と
し
て
盃
と
異
な
る
種
類
の
皿
が
故
実
書
に
は
記
さ
れ
て
い
た
。
土
師
器
の
名
称
の
い
く
つ
か
は
法
量
の
差
を
反
映
し

て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
献
盃
儀
礼
で
は
五
法
器
前
後
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
皿
が
使
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
献
盃
儀
礼
以
上

に
土
師
器
を
必
要
と
し
た
の
は
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
と
も
な
う
酒
宴
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
大
量
か
つ
多
考
量
の
土
師
器
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。

　
京
都
で
成
立
し
た
こ
の
よ
う
な
献
盃
儀
礼
や
酒
宴
の
ス
タ
イ
ル
は
、
遅
く
と
も
＝
ハ
世
紀
に
は
す
で
に
多
く
の
大
名
家
で
も
と
り
い
れ
ら
れ

て
い
た
。
伊
勢
氏
に
対
し
て
故
実
を
問
い
合
わ
せ
て
い
る
大
内
家
や
大
友
家
の
例
か
ら
み
て
も
、
儀
礼
の
規
範
と
な
っ
た
の
は
京
都
の
室
町
将

軍
家
の
そ
れ
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

　
一
方
、
実
際
に
考
古
資
料
を
検
討
す
る
と
、
各
地
の
伝
統
的
な
土
師
器
を
み
て
も
二
、
三
法
量
と
い
う
あ
り
方
を
示
す
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
り
、
法
器
分
化
の
進
展
は
総
じ
て
み
ら
れ
な
い
。
　
五
～
｛
六
世
紀
に
か
け
て
京
都
の
献
盃
儀
礼
や
酒
宴
の
ス
タ
イ
ル
が
波
及
し
て
い
っ
た



武家儀礼と土師器（中井）

と
し
て
も
、
そ
れ
に
伴
う
明
確
な
法
量
上
の
変
化
は
み
と
め
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
京
都
系
土
師
器
も
二
、
三
法
量
が
中
心
で
あ
り
、
い
ず
れ
も

そ
の
地
に
展
開
す
る
ほ
か
の
土
師
器
と
ほ
ぼ
同
じ
法
量
の
も
の
が
使
わ
れ
て
い
た
。
今
回
検
討
し
た
多
く
の
地
域
で
は
、
土
師
器
全
体
で
も
せ

い
ぜ
い
三
、
四
法
量
に
分
化
す
る
程
度
で
あ
り
、
図
2
に
示
し
た
一
六
世
紀
の
京
都
の
状
況
と
比
べ
る
と
大
き
な
隔
た
り
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
齪
齢
は
い
っ
た
い
何
を
表
す
の
か
。

　
こ
れ
は
、
京
都
産
土
師
器
の
模
倣
生
産
と
い
う
か
た
ち
で
京
都
系
土
師
器
を
受
容
し
た
際
に
、
献
盃
儀
礼
に
用
い
る
道
具
、
す
な
わ
ち
儀
器

と
し
て
の
用
途
が
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
る
。
儀
器
と
し
て
の
用
途
が
明
確
に
意
識
さ
れ
、
そ
の
実
現
の
た
め

に
京
都
系
土
師
器
を
導
入
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
京
都
と
同
じ
法
堂
分
布
が
志
向
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
多
く
の
地
域
で
は
、

ほ
か
の
土
師
器
と
の
併
用
を
想
定
し
て
も
、
な
お
京
都
の
ご
と
き
法
堂
分
布
と
は
隔
た
り
が
あ
っ
た
。
前
章
で
多
く
の
儀
礼
や
酒
宴
の
開
催
が

明
ら
か
に
な
っ
た
薩
摩
地
域
に
い
た
っ
て
は
、
京
都
系
土
師
器
の
生
産
す
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
京
都
系
土
師
器
と
そ
の
ほ
か
の
土
師
器
の
法
量
分
布
が
重
な
る
例
が
多
い
点
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
両
者
が
同
じ
用
途
に
使
わ

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
京
都
系
土
師
器
に
対
し
、
伝
統
的
な
1
群
土
師
器
な
ど
と
は
異
な
る
用
途
が
想
定
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
し
あ
た
り
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
例
外
的
な
地
域
も
あ
る
。
山
口
で
は
図
7
の
グ
ラ
フ
に
み
る
よ
う
に
多
法
曽
の
京
都
系
土
師
器

が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
京
都
産
土
師
器
の
法
量
分
布
と
か
な
り
の
部
分
で
一
致
す
る
。
ま
た
そ
の
出
土
が
大
内
氏
関
連
遺
跡
に
限
定
さ

れ
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
山
口
で
は
多
法
量
の
土
師
器
を
用
い
る
京
都
の
武
家
儀
礼
を
視
野
に
入
れ
、
大
内
氏
の
意
向
に
よ
っ
て
京
都

系
土
師
器
の
生
産
が
始
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
先
に
京
都
系
土
師
器
の
出
現
に
先
行
す
る
大
内
璽
期
に
1
群
土
師
器
が
留
筆
量
化
す
る
現
象

を
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
、
京
都
で
定
式
化
し
た
献
盃
儀
礼
や
酒
宴
の
ス
タ
イ
ル
が
波
及
し
た
結
果
、
伝
統
的
な
1
群
土
師
器
で
ま
ず
そ
れ
に
対

応
す
る
方
法
が
と
ら
れ
、
そ
の
の
ち
に
、
そ
の
た
め
の
土
器
と
し
て
京
都
系
土
師
器
が
新
た
に
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
段
階
的
な

整
備
の
あ
り
よ
う
を
示
し
て
い
る
。
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越
前
朝
倉
墨
跡
で
も
多
量
量
の
京
都
系
土
師
器
が
展
開
し
て
い
る
が
、
お
な
じ
く
こ
れ
も
重
器
と
し
て
の
使
用
を
反
映
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
越
前
を
含
む
北
陸
で
は
す
で
に
一
五
世
紀
か
ら
京
都
系
土
師
器
が
広
範
に
出
現
し
て
い
た
点
に
注
意
す
る
な
ら
ば
、
朝
倉
館
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
権
威
の
表
徴
と
し
て
京
都
系
土
師
器
を
使
う
意
義
は
、
と
り
わ
け
京
都
風
の
土
器
を
使
う
と
い
う
視
覚
的
効
果
と
い
う
点
で
は
、
従
来
い
わ

れ
る
ほ
ど
強
烈
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
山
口
や
小
田
原
と
は
異
な
り
、
こ
の
地
域
で
は
京
都
系
土
師
器
は
決
し
て
稀
少
品
で
は

な
か
っ
た
し
、
あ
る
特
定
の
人
々
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
儀
器
と
し
て
京
都
系
土
師
器
を
使
用
し
た
蓋
然
性
は
高

い
も
の
の
、
周
囲
の
状
況
か
ら
み
て
そ
の
導
入
の
背
景
に
武
家
儀
礼
の
普
及
が
あ
っ
た
と
ま
で
は
即
断
で
き
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
法
量
分
化
の
地
域
差
は
、
前
章
の
検
討
結
果
を
想
起
す
れ
ば
よ
り
明
瞭
に
理
解
で
き
る
。
前
章
で
み
た
史
料
で
土
器
の

名
称
ま
で
記
さ
れ
て
い
た
の
は
大
内
家
の
コ
八
面
公
山
口
御
下
向
の
節
饗
応
次
第
」
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
み
て
も
儀
礼
の
道
具
に
対
す

る
関
心
が
大
名
家
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
多
く
の
大
名
家
に
と
っ
て
故
実
と
し
て
室
町
幕
府
の
儀
礼
を
学
ぶ
こ

と
は
重
要
な
用
件
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
な
か
で
重
視
さ
れ
た
の
は
あ
く
ま
で
も
所
作
や
作
法
と
い
っ
た
問
題
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
食
器
を

使
う
か
は
さ
ほ
ど
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
道
具
ま
で
含
め
た
、
よ
り
完
全
な
儀
礼
の
あ
り
方
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
意
図

は
概
し
て
希
薄
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
京
都
と
同
じ
よ
う
な
薬
量
の
土
師
器
厩
を
使
用
す
る
か
否
か
は
、
ま
っ
た
く
当
事
者
の
選
択
に
か
か
わ

る
問
題
で
あ
っ
た
。

　
京
都
系
土
師
器
が
そ
の
地
で
出
土
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
京
都
の
土
師
器
と
似
た
も
の
を
欲
し
た
人
々
の
存
在
を
明
ら
か
に
示
し
て
お
り
、

そ
の
点
で
京
都
の
文
物
を
志
向
す
る
「
意
志
」
の
存
在
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
は
京
都
系
土
師
器
が
ど
こ
で
出
土

し
て
い
る
か
と
い
う
分
布
状
況
の
整
理
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
今
回
の
検
討
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
ど
の
よ
う
な
皿
が
出
土

し
て
い
る
か
、
器
量
分
布
を
中
心
に
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
で
き
た
。
ひ
と
く
ち
に
分
布
す
る
と
い
っ
て
も
、
そ
の
あ
り
方
や
鵡
現
の
時
期
は

さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
従
来
「
波
」
と
表
現
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
、
画
｝
的
な
波
及
と
い
う
か
た
ち
で
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
京
都
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
、

土
師
器
を
範
型
と
し
て
模
倣
す
る
と
い
う
方
向
性
は
ひ
と
し
く
一
致
し
て
い
た
と
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な
場
で
ど
う
い
う
用
途
に
使
っ
た
の
か
、
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す
な
わ
ち
そ
の
「
波
」
を
う
け
と
め
る
人
々
の
思
惑
や
事
情
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
こ
の
よ
う
な
多
様
性
こ
そ
が
、

京
都
系
土
師
器
の
出
現
と
い
う
現
象
の
特
徴
で
あ
る
。

　
今
回
の
検
討
を
通
し
て
確
実
に
い
え
る
の
は
、
武
家
儀
礼
の
儀
器
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
鍵
は
、
土
師
器
の
多
法
学
化
と
い
う
現
象
に
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
武
家
儀
礼
の
波
及
は
決
し
て
京
都
系
土
師
器
の
導
入
の
前
提
条
件
で
は
な
か
っ
た
。
武
家
儀
礼
の
波
及
と
京
都
系
土
師

器
の
出
現
に
は
相
関
性
は
小
さ
く
、
両
者
は
基
本
的
に
別
の
動
き
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
で
は
つ
ぎ
に
、
な
ぜ
京
都
系
土
師
器
が
各
地
で
つ
く
ら
れ
た
の
か
、
い
い
か
え
れ
ば
、
地
方
の
人
々
が
な
ぜ
京
都
「
風
の
」
土
師
器
を
欲
し

た
の
か
と
い
う
問
い
が
発
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
状
で
は
武
家
儀
礼
と
の
関
連
性
は
う
す
い
と
し
か
説
明
で
き
ず
、
詳
細
は
今
後
の

課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
方
向
性
を
少
し
述
べ
て
お
く
な
ら
ば
、
こ
の
解
決
に
は
こ
れ
ま
で
漠
然
と
し
か
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
土
師

器
の
用
途
に
つ
い
て
の
研
究
を
す
す
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
使
用
痕
や
出
土
状
況
な
ど
の
分
析
を
も
盛
り
込
ん
で
、
土
師
器
が
中
世
の
社

会
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
を
多
角
的
に
解
明
し
た
う
え
で
、
あ
ら
た
め
て
京
都
系
土
師
器
の
導

入
の
意
義
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
再
三
述
べ
た
よ
う
に
、
献
盃
儀
礼
は
必
ず
し
も
武
家
と
い
う
限
ら
れ
た
社
会
階
層
の
も
の
で
は
な
く
、
武
家
と
か
か
わ
る
人
々
の
も
の
で
も

　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

あ
っ
た
。
た
と
え
ば
『
長
楽
寺
永
禄
日
記
』
は
、
僧
侶
た
ち
の
問
で
も
盃
の
や
り
と
り
が
頻
繁
に
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
淡
々
と
物
語
っ
て
い

る
。
献
盃
儀
礼
に
か
ぎ
ら
ず
、
土
師
器
は
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
身
分
の
人
々
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば

中
世
び
と
の
も
っ
と
も
身
近
に
よ
り
そ
っ
て
い
た
存
在
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
だ
か
ら
土
師
器
の
語
る
世
界
は
そ
の
年
代
だ
け
に
と
ど
ま
ら
．

ず
、
本
来
も
っ
と
豊
饒
な
は
ず
だ
。

　
今
回
は
武
家
儀
礼
と
い
う
そ
の
な
か
の
非
常
に
限
ら
れ
た
一
部
を
と
り
あ
げ
た
に
す
ぎ
ず
、
ほ
か
を
捨
象
し
た
た
め
に
視
野
が
亜
種
化
さ
れ

た
こ
と
は
否
め
な
い
。
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
考
古
資
料
の
み
な
ら
ず
、
文
献
史
料
も
積
極

的
に
援
用
し
て
考
察
を
す
す
め
た
。
不
慣
れ
な
文
献
史
料
を
使
用
し
た
た
め
に
過
誤
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
大
方
の
ご
叱
正
を
お
願
い
し
て
、
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こ
の
っ
た
な
い
稿
を
閉
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

①
北
陸
（
越
前
、
加
賀
、
能
登
）
や
美
濃
で
は
小
法
量
は
H
群
土
師
器
、
そ
れ
以

　
外
は
京
都
系
土
師
器
と
い
う
よ
う
に
、
両
者
の
重
量
分
布
は
明
瞭
に
異
な
っ
て
い

　
た
。
こ
れ
は
両
者
に
対
し
想
定
さ
れ
た
用
途
に
ち
が
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
が
、

　
両
者
を
あ
わ
せ
て
も
五
法
量
以
上
と
い
う
構
成
に
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え

　
れ
ば
、
儀
器
と
し
て
の
使
用
が
意
識
さ
れ
て
い
た
と
は
い
い
が
た
い
。
む
し
ろ
生

　
産
集
団
の
相
違
な
ど
生
産
体
鰯
に
起
因
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

②
小
野
氏
は
じ
め
に
註
⑥
文
献
。

③
こ
の
点
に
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
差
が
あ
る
こ
と
は
別
稿
で
明
ら
か
に
し
た
。

　
拙
稿
は
じ
め
に
註
②
文
献
参
照
。

④
式
三
献
は
滝
口
の
武
士
の
儀
礼
に
も
と
づ
い
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
王
朝

　
国
家
の
身
分
意
識
の
延
長
上
に
あ
る
と
脇
田
晴
子
氏
は
論
じ
て
い
る
。
脇
田
氏
第

　
二
章
註
③
文
献
参
照
。
こ
こ
で
献
盃
儀
礼
の
起
源
や
展
開
を
論
ず
る
力
量
は
な
く
、

　
ま
た
本
稿
で
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
先
述
の
よ
う
に
、
＝
ハ
世
紀
に
は
ヨ

　
献
は
武
士
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
周
辺
の
階
層
に
も
浸
透
し
て
い
た
事
実
だ
け
を

　
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

⑤
『
群
馬
県
史
資
料
編
五
中
世
こ
（
群
馬
県
史
編
さ
ん
委
員
会
、
｝
九
七

　
八
年
）
。

【
附
記
】
　
本
稿
の
　
部
は
、
一
九
九
六
年
度
京
都
大
学
考
古
学
談
話
会
に
て
発
表

し
た
。
ま
た
デ
ー
タ
の
～
部
は
～
九
九
五
年
度
に
京
都
大
学
に
提
出
し
た
修
士
論
文

「
室
町
・
戦
書
期
に
お
け
る
土
師
器
皿
生
産
に
関
す
る
基
礎
研
究
」
の
成
果
を
使
用

し
た
。

　
修
士
課
程
以
来
、
小
野
山
節
先
生
、
山
中
一
郎
先
生
、
上
原
真
人
先
生
、
清
水
芳

裕
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
談
話
会
報
告
の
際
に
は
五
十
川
伸
矢
先

生
、
本
稿
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
上
原
先
生
の
ご
配
意
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
日
頃
よ

り
京
都
大
学
考
古
学
研
究
室
の
皆
様
、
宇
治
市
歴
史
資
料
館
文
化
財
保
護
係
の
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
あ
ら
た
め
て
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
資
料
の
検
討
に
際
し
て
は
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
紙
幅

の
都
合
か
ら
個
々
の
ご
芳
名
を
記
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
お
忙
し
い
な
か
資
料
の
見
学
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
ご
厚
意
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
・
中
条
町
教
育
委
員
会
・
上
越
市
教
育

委
員
会
・
窟
山
県
文
化
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
・
福
井
県
立
一
乗
谷
朝

倉
氏
遺
跡
資
料
館
・
勝
山
市
教
育
委
員
会
・
鳥
取
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・
倉
吉

市
博
物
館
・
松
江
市
教
育
委
員
会
・
広
瀬
町
教
育
委
員
会
・
益
田
市
教
育
委
員
会
・

小
田
原
市
教
育
委
員
会
・
大
垣
市
教
育
委
員
会
・
岐
阜
市
教
育
委
員
会
・
三
重
県
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・
山
口
市
教
育
委
員
会
・
大
分
県
教
育
委
員
会
・
大
分
市
教
育

委
員
会
・
朝
地
町
教
育
委
員
会
・
北
陸
中
世
考
古
学
研
究
会
・
四
国
中
世
土
器
研
究

会
・
日
本
中
世
土
器
研
究
会
（
順
不
同
）

　
な
お
本
稿
は
、
平
成
一
〇
・
一
一
年
度
文
部
省
科
学
技
術
研
究
費
補
助
金
（
特
別

研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

【
報
告
轡
一
覧
】

　
本
稿
で
直
接
雷
及
し
た
遺
跡
に
つ
い
て
、
そ
の
出
典
と
な
る
報
告
書
を
掲
載
し
た
。

地
域
ご
と
に
わ
け
、
お
お
む
ね
本
稿
で
雷
及
し
た
順
序
で
掲
載
し
た
。
た
だ
し
、
ま

と
ま
っ
た
資
料
が
報
欝
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
定
し
た
た
め
、
そ
の
遺
跡
に
関
す
る

す
べ
て
の
報
告
書
を
収
録
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
未
報
告
の
も
の
な
ど
、
各
論
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武家儀礼と土師器（中井）

考
や
資
料
か
ら
引
用
し
た
も
の
も
あ
る
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
註
に
記
載
し
た
文
献

を
参
照
さ
れ
た
い
。

〈
北
陸
地
域
〉

福
井
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
『
曽
々
木
谷
田
遺
跡
』
（
福
井
県
埋
蔵

　
文
化
財
調
査
報
告
第
二
～
集
）
、
一
九
九
三
年

福
井
県
立
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
『
特
別
史
跡
　
｝
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
発
掘
調
査
報
告

　
王
瞼
、
一
九
七
九
年

福
井
市
教
育
委
員
会
『
福
井
城
跡
H
』
、
一
九
九
四
年

石
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
普
正
寺
遺
跡
駈
、
一
九
八
二
年

撫
賀
市
教
育
委
員
会
『
勅
使
窯
跡
発
掘
調
査
報
告
㎞
、
～
九
八
一
年

石
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
金
沢
城
跡
石
川
門
前
土
橋
（
通
称
石
川
橋
）
発

　
掘
調
査
報
告
書
－
臨
、
一
九
九
七
年

七
尾
市
教
育
委
員
会
隅
七
尾
城
跡
シ
ッ
ケ
地
区
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
隔
（
七
尾
市

　
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
一
五
集
）
、
～
九
九
二
年

石
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
魍
門
前
町
道
下
元
町
遺
跡
』
、
一
九
八
五
年

氷
見
市
教
育
委
員
会
響
剛
山
県
氷
見
市
藪
田
薬
師
申
苗
齢
発
掘
調
査
報
告
書
』
、
一

　
九
八
五
年

井
口
村
教
育
委
員
会
噸
井
口
城
跡
』
、
一
九
九
〇
年

高
岡
市
籔
一
育
委
員
△
頂
咽
越
中
国
囲
府
関
連
遺
跡
調
査
概
報
圃
』
、
　
一
九
九
六
年

富
出
県
教
育
委
員
会
『
蜜
山
県
上
市
町
弓
庄
城
跡
第
5
次
緊
急
発
掘
調
査
概
要
』
、

　
一
九
八
五
年

働
富
山
県
文
化
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
『
梅
原
書
髭
堂
遺
鋳
発
掘
調
査

　
報
告
（
遺
物
編
）
』
（
富
山
県
文
化
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
七

　
集
）
、
　
一
九
九
六
年

中
条
町
教
育
委
員
会
『
江
上
館
跡
W
軌
（
中
条
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
一
〇
集
）
、

　
一
九
九
六
年

上
越
市
教
育
委
員
会
『
伝
至
徳
嵜
跡
発
掘
調
査
報
皆
書
㎏
、
一
九
八
三
年

新
潟
県
教
育
委
員
会
『
上
新
バ
イ
パ
ス
関
係
遣
跡
発
掘
調
査
報
告
H
　
新
井
市
坪
ノ

　
内
館
跡
輪
（
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
第
四
四
集
）
、
一
九
八
六
年

新
潟
県
教
育
委
員
会
㎎
北
陸
自
動
車
道
糸
魚
川
地
区
発
掘
調
査
報
告
書
（
立
の
内
遣

　
跡
）
』
（
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
四
九
集
）
、
一
九
八
八
年

〈
山
陰
地
域
〉

鳥
取
県
教
育
委
員
会
『
天
神
山
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
、
一
九
八
九
年

働
鳥
取
教
育
福
祉
振
興
会
『
布
勢
墳
墓
群
』
、
一
九
九
八
年

鳥
取
市
教
育
委
員
会
『
西
桂
見
遺
跡
』
、
一
九
八
一
年

倉
吉
市
教
育
委
員
会
『
山
名
氏
館
跡
推
定
地
発
掘
調
査
報
告
害
㎞
、
一
九
九
三
年

尾
高
城
肚
発
掘
調
査
団
・
米
子
市
教
育
委
員
会
『
尾
高
城
賑
賑
、
一
九
七
八
年

松
江
市
教
育
委
員
会
『
下
黒
田
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
㎞
、
～
九
八
八
年

島
根
県
教
育
委
員
会
『
史
跡
富
田
城
関
連
遺
跡
群
発
掘
調
査
報
告
潜
心
、
一
九
八
三

　
年

島
根
県
教
育
委
員
会
『
畜
田
中
』
、
一
九
九
四
年

島
根
県
教
育
委
員
会
『
出
雲
岡
田
山
古
墳
』
、
一
九
八
七
年

松
江
市
教
育
委
員
会
『
史
跡
松
江
城
発
掘
調
査
－
ニ
ノ
丸
番
所
跡
一
二
、
一
九
九
三

　
年〈

美
濃
地
域
〉

岐
皇
－
市
遺
跡
調
査
ム
四
点
堀
m
田
∴
城
之
内
輪
、
　
一
九
九
⊥
甲
羅

大
和
村
教
育
委
員
会
噸
東
氏
館
跡
発
掘
調
査
報
告
書
幅
、
一
九
八
四
年

岐
阜
市
教
育
委
員
会
『
千
川
敷
』
、
一
九
九
〇
年

岐
阜
市
教
育
委
員
会
噌
千
畳
敷
丑
』
、
一
九
九
一
年

大
垣
市
教
育
委
員
会
『
曽
根
城
跡
』
（
大
垣
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
七
集
）
、

　
一
九
九
八
年

〈
阿
波
地
域
〉
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徳
島
県
教
育
委
員
会
『
四
国
縦
貫
自
動
車
道
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告

　
書
」
、
一
九
入
九
年
（
黒
谷
川
宮
ノ
甫
遺
跡
）

徳
島
県
教
育
委
員
会
『
県
道
徳
島
鴨
島
線
改
良
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

　
報
告
』
、
一
九
八
九
年
（
中
島
田
遺
跡
）

〈
豊
後
地
域
〉

大
分
市
教
育
委
員
会
『
守
岡
遺
跡
』
、
一
九
七
九
年

大
分
県
教
育
委
員
会
『
府
内
城
三
ノ
丸
遺
跡
㎏
、
一
九
九
三
年

朝
地
町
教
育
委
員
会
州
田
村
遺
跡
・
池
在
遺
跡
・
古
市
遺
跡
・

　
地
地
区
遺
跡
群
発
掘
調
査
報
告
書
∬
）
、
一
九
九
四
年

玖
珠
町
教
育
委
員
会
『
伐
株
張
城
跡
』
、
一
九
八
四
年

大
分
県
教
育
委
員
会
『
小
田
遺
跡
群
1
』
、
一
九
八
八
年

〈
周
防
山
口
〉

山
口
市
教
育
委
員
会
『
大
内
氏
館
跡
1
』

　
集
）
、
一
九
八
一
年

出
口
市
教
育
委
員
会
『
大
内
氏
館
跡
W
』

　
三
集
V
、
一
九
八
二
年

山
口
市
教
育
委
員
会
『
大
内
踏
張
跡
V
』

　
六
集
）
、
　
一
九
八
｝
二
年

山
口
市
教
育
委
員
会
『
大
内
氏
館
腰
W
』

　
九
集
）
、
一
九
八
四
年

山
口
市
教
育
委
員
会
『
大
内
氏
築
由
跡
W
」

　
三
～
集
）
、
一
九
九
〇
年

山
口
市
教
育
委
員
会

　
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
五
集
）
、
～
九
九
…
年

〈
相
模
小
田
原
〉

小
田
原
市
教
育
委
員
会
圏
小
田
原
城
跡
　
焔
硝
曲
輪
」

一
万
田
館
跡
隔
（
朝

　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
九

　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一

　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
市
埋
蔵
文
化
財
講
査
報
告
書
第
一

　
　
　
　
　
　
　
（
山
ロ
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第

『
大
内
氏
館
跡
楓
・
大
内
氏
関
連
町
並
遺
跡
1
』
（
由
口
市
埋

（
小
田
原
市
文
化
財
調
査
報

告
書
第
三
三
集
）
、
一
九
九
〇
年

小
田
原
市
『
小
田
原
城
と
そ
の
城
下
』
、
一
九
九
〇
年

小
田
原
市
『
小
田
原
市
史
　
別
編
　
城
郭
』
、
一
九
九
五
年

小
田
原
市
教
育
委
員
会
『
小
田
原
城
下
　
欄
干
橋
町
第
W
地
点
㎞
（
小
田
原
市
文
化

　
財
調
査
報
告
第
六
七
集
）
、
一
九
九
八
年

く
伊
勢
多
気
V

美
杉
村
教
育
委
員
会
『
多
気
北
畠
氏
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
㎞
（
美
杉
村
文
化
財
調
査

　
報
告
四
）
、
一
九
九
七
年

〈
肥
前
名
護
屋
〉

鎮
西
町
教
育
委
員
会
『
甑
2
7
氏
家
行
広
陣
跡
職
（
鎮
西
町
文
化
財
調
査
報
告
第
一
四

　
庸
栄
）
、
　
一
九
九
山
ハ
年

〈
薩
摩
地
域
〉

鹿
児
島
市
教
育
委
員
会
糊
清
水
城
跡
』
（
鹿
児
島
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
杢
報
告
書

　
（
一
六
）
）
、
　
7
兀
九
一
二
年

鹿
児
島
市
教
育
委
員
会
朔
大
節
遣
跡
』
（
鹿
児
島
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書

　
（
七
）
）
、
一
九
八
六
年

鹿
児
島
市
教
育
委
員
会
咽
大
乗
院
跡
』
（
鹿
児
島
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書

　
（
王
）
）
、
一
九
八
三
年

鹿
児
島
市
教
育
委
員
会
岡
祇
園
之
洲
砲
台
跡
」
（
鹿
筒
鳥
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

　
報
告
書
（
二
三
）
）
、
～
九
九
八
年

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
隅
苦
辛
城
跡
隔
（
鹿
児
島
県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書

　
（
二
七
）
）
、
～
九
八
三
年

【
挿
図
出
豊

　
本
稿
で
使
用
し
た
挿
図
は
す
べ
て
再
ト
レ
ー
ス
し
た
。
報
告
書
、
論
文
よ
り
引
用

し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
図
版
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
た
め
に
趣
旨
を
損
ね
な
い

程
度
に
改
変
を
加
え
た
。
誤
り
や
本
来
の
意
図
に
反
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
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武家儀礼と土師器（中井）

す
べ
て
私
の
責
任
で
あ
る
。

図
1
　
京
都
産
土
師
器
の
分
類
と
変
遷
模
式
図

　
拙
稿
又
京
都
ら
し
さ
〉
の
あ
る
風
景
一
「
京
都
系
土
師
器
皿
」
概
念
の
再
検
討
」

　
（
『
中
近
世
土
器
の
基
礎
研
究
㎞
規
、
日
本
中
世
土
器
研
究
会
、
～
九
九
八
年
）

　
よ
り
転
載
。

図
2
　
京
都
産
土
師
器
の
法
量
分
布

　
以
下
の
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
か
ら
作
成
し
た
。

㈲
古
代
學
協
會
『
三
條
西
壁
跡
』
（
平
安
京
跡
研
究
調
査
報
告
第
七
輯
）
、
一
九
八
三
年

㈱
古
代
學
協
會
『
平
安
京
左
京
四
条
三
坊
十
三
町
i
長
刀
鉾
町
遺
跡
…
』
（
平
安
京

　
跡
研
究
調
査
報
告
第
一
～
輯
）
、
一
九
八
三
年

㈱
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
『
平
成
4
年
度
　
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
』
、

　
一
九
九
五
年

図
4
　
北
陸
・
山
陰
地
域
の
土
師
器

　
ユ
～
6
　
越
前
朝
倉
館
跡
、
7
～
9
　
加
賀
勅
使
墨
跡
、
1
0
～
1
3
一
能
登
七
尾
城

　
跡
、
1
4
～
1
7
”
越
中
梅
原
胡
摩
堂
遺
跡
、
1
8
～
2
1
”
越
後
伝
至
徳
証
跡
、
2
2
～
2
4

　
　
因
幡
天
神
山
遺
跡
、
2
5
・
2
6
　
伯
誉
山
名
氏
館
下
推
定
地
、
2
7
～
2
9
H
伯
者
尾

　
高
城
鮭
、
3
0
～
3
2
一
出
雲
富
田
城
跡
、
3
3
～
3
5
”
出
雲
松
江
城
ニ
ノ
丸

図
5
　
北
陸
各
遺
跡
出
土
土
師
器
法
四
分
布

　
上
段
は
福
井
県
立
朝
倉
氏
遣
跡
資
料
館
㎎
特
別
史
跡
　
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
発
掘

　
調
査
報
告
1
』
、
一
九
七
九
年
か
ら
引
用
、
一
部
改
変
。
申
段
は
七
尾
市
教
育
委

　
員
会
魍
七
尾
城
跡
シ
ッ
ケ
地
区
遣
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
、
一
九
九
二
年
記
載
の

　
デ
ー
タ
か
ら
作
成
。
下
段
は
㈲
窟
山
県
文
化
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　
闘
梅
原
胡
摩
堂
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
（
遺
物
編
）
』
、
一
九
九
六
年
記
載
の
デ
ー
タ

　
か
ら
作
成
。

図
6
　
美
濃
・
阿
波
・
豊
後
地
域
の
土
師
器

　
1
～
4
日
美
濃
城
之
内
遺
跡
、
5
～
7
U
美
濃
曽
根
城
跡
、
8
－
1
0
”
美
濃
岐
阜

　
城
千
畳
敷
跡
、
1
1
～
1
3
　
阿
波
黒
谷
川
宮
ノ
前
遺
跡
、
1
4
～
1
6
”
阿
波
中
島
田
遺

　
跡
、
1
7
～
1
9
”
阿
波
藍
住
町
勝
瑞
不
時
発
見
資
料
（
中
島
田
遺
跡
報
告
番
に
記

　
載
）
、
2
0
～
2
3
一
豊
後
守
岡
遣
跡
、
2
4
～
2
7
”
豊
後
府
内
城
跡
三
の
丸
遺
跡

図
7
　
大
内
氏
館
跡
出
土
土
師
器
と
法
髭
分
布

　
1
～
5
…
大
内
氏
築
由
跡
、
6
～
1
6
”
大
内
氏
館
跡

下
段
の
グ
ラ
フ
は
山
口
市
教
育
委
員
会
門
大
内
氏
筆
跡
皿
・
大
内
氏
関
連
町
並
遺
跡

　
1
』
（
山
口
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
五
集
）
、
一
九
九
一
年
所
収
の
グ
ラ

　
フ
を
｝
部
改
変
。

図
8
　
小
田
原
城
・
城
下
町
出
土
土
師
器
と
法
最
分
布

　
1
～
5
・
7
…
小
田
原
城
焔
硝
曲
輪
、
6
”
小
田
原
城
下
欄
干
橋
町
第
W
地
点
、

　
8
”
小
田
原
城
下
山
本
内
蔵
型
跡
押
W
地
点
、
9
・
1
0
”
小
田
原
城
御
用
米
曲
輪
、

　
1
1
・
1
2
”
小
田
原
城
三
の
丸
藩
校
集
成
墨
跡

下
段
の
グ
ラ
フ
の
う
ち
、
左
側
は
服
部
実
喜
「
土
器
・
陶
磁
器
の
流
通
と
消
費
」

　
（
『
小
田
原
市
史
　
通
史
編
　
原
始
・
古
代
・
中
世
隔
、
小
田
原
市
、
一
九
九
八

　
年
）
所
収
の
グ
ラ
フ
を
一
部
改
変
。
右
側
は
小
田
原
市
教
育
委
員
会
門
小
田
原
城

　
下
　
欄
干
橋
町
勢
W
地
点
』
（
小
圏
原
市
文
化
財
調
査
報
告
第
六
七
集
）
、
一
九
九

　
八
年
記
載
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
作
成
。

図
9
　
伊
勢
・
肥
前
地
域
の
京
都
系
土
師
器

　
ユ
～
3
H
伊
勢
北
畠
氏
靴
跡
、
4
～
6
一
肥
前
名
護
崖
城
跡
（
氏
家
行
広
鳥
跡
）

（
大
阪
外
国
語
大
学
非
常
勤
講
師
、
京
都
大
学
文
学
部
研
修

蹴
号
）
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The　Bulee　rutes　and　Kyoto－style　Ha7’i　Ware

by

NAKAI　Atsushi

　　Both　banquets　and　the」Kempai　Girei献盃儀礼（the　rite　of　of〔6rilg　cups），　which

developed　in　Kyoto　during　the　sixteenth　century，　required　a　variety　of　sizes　of

砺歪ware土師器．　These　styles　also　spread　to　other　parts　of　Japan．　However，

in　the　case　of　Kyoto－style砺∫ware京都系土師器in　various　regions，　there　were

many　examples　where　there　was　a　dearth　of　varieties　required　for　the　Bulee　Rites

武家儀礼．Wh丑e　I　believe　that　the　increased　variety　in　Ha］’i　ware　is　the　key

showing　how　they　were　used　as　rkual　vessels，　the　introduction　of　Bulee　Ntes　was

not　a　prerequisite　condition　for　the　production　of　Kyoto－style　Ha］’i　ware．　Very

clearly，　the　use　as　ritual　vessels　was　merely　one　way　in　which　lla7’i　ware　was

used．　The　cultural　evaluation　of　Ha7’i　ware　must　be　accomptished　through　further

study　of　the　uses　of　Hoji　ware．

The　Formation　of　New　Counties　in　Southern　Song　China　：

Case　Studies　from　the　Jiang）Xi（江西），　the　Jiang　Zhe（江1折），

　　　　　　　　　　　　the　Guang　dong（廣東）Regions

By

MAEMURA　Yoshiytiki

　　In　this　paper，　the　actual　process　kl　which　the　cou！1ty（縣），血’the　Southem

Song，　was　established　wi11　be　studied．　Through　this　study，　interests　of’the

inhabitants　and　the　govemment　of　a　community　w皿be　dlscussed醐n血e

framework　of　the　county，　and　a　concrete　image　of　the　county　wi11　be　presented

from　multiple　angles　so　that　readers　will　grasp　the　characteristics　of　the　county　as

a　basic　cornmunity　unit．　The　new　counties　established　in　the　Southern　Song，

twenty　or　so　of　which　are　known　to　have　existed，　have　never　been　studied
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